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一　地理宅相 (ちりたくさう)の大意 (たいい)
一　地 (ち)面 (めん)の四 (し)方 (はう)髙 (たか)低 (びく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
一　地 (ち)面 (めん)の中央髙 (ちうわうたか)低吉凶 (ひくきつけう)の辨
一　神社佛閣 (しんしやぶつかく)等 (とう)の廢 (はい)地 (ち)に居 (きよ)する家宅 (かたく)の説 (せつ)
一　神社佛閣 (しんしやぶつかくとう)等 (とう)の門前 (もんぜん)に對 (たい)する家宅 (かたく)の説 (せつ)
一　往還 (わうくあん)の行當 (ゆきあたり)に住 (ぢう)する家宅 (かたく)の説 (せつ)
一　戌亥 (いぬい)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)𠮷 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]　　并戌亥 (いぬい)張 (はり)の吉地搆 (きつちかまへ)によりて凶 (けう)相 (さう)を兼 (かねる)の図説 (づせつ)
　　同戌亥欠 (いぬいかけ)の建 (たち)家 (け)土 (と)藏 (さう)搆 (かまへ)格 (かた)の図説 (づせつ)
　　同戌亥欠 (いぬいかけ)の凶地搆 (けうちかまへ)によりて𠮷相 (きっさう)に轉 (てん)ずる図説 (づせつ)
一　未申 (ひつじさる)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　丑寅 (うしとら)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
　　并丑 (うし)張 (はり)寅 (とら)張 (ばり)の凶 (けう)相 (さう)輕 (けい)重 (ぢう)有 (ある)の図説 (づせつ)
　　同丑寅欠 (うしとらかけ)の備 (そな)へ真傳 (しんでん)の図説 (づせつ)
一　𫝕 (たつ)己 (み)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　東 (とう)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　并欠張塲所 (かけはりばしよ)の濶狹 (ひろせま)により地形變動 (ちげうへんどう)ある図説 (づせつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]一　西 (さい)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)

　　并地宅 (ちたく)ともに張出 (はりいで)たる搆 (かまへ)の図説 (づせつ)
一　南方 (なんぽう)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨
　　并南欠 (みなみかけ)の凶 (けう)相 (さう)を避 (さける)備 (そなへ)格 (かた)の図説 (づせつ)
一　北 (ほく)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
　　并建家 (たちけ)の搆 (かまへ)所 (ところ)によりて地形 (ちげう)の吉凶變動 (きつけうへんどう)ある図説 (づせつ)
一　坤艮二宫 (こんごんにきう)とも欠 (かけ)込 (こみ)たる地宅 (ちたく)の説 (せつ)
一　地 (ち)水 (すい)の出入 (ていり)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　門戸 (もんこ)入口 (いりくち)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　中 (なか)庭 (には)落 (おち)庭 (には)在 (あり)所 (ところ)の要訣 (やうけつ)
一　玄 (げん)關 (くはん)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
一　竈 (かまど)の座 (ざ)向 (かふ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　井戸搆所 (いどかまへところ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　厠搆所 (かはやかまへところ)の要 (やう)訣 (けつ)
　　同經驗 (　　けいけん)
一　神棚搆所 (かみたなかまへところ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　仏 (ふつ)𣞀 (だん)搆所 (かまへところ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　天窻 (てんまど)明所 (あけところ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
一　浴室搆所 (よくしつかまへところ)の要 (やう)訣 (けつ)
一　疊 (たゝみ)間取 (まどり)の秘訣 (ひけつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]一　宅内 (たくない)遣水流所 (つかいみづなかれところ)の要 (やう)訣 (けつ)

一　段 (だん)階 (はし)子 (ご)置 (おき)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]一　物干塲所搆所 (ものほしばしよかまへところ)の説 (せつ)
一　倉 (さう)庫 (こ)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
一　牛 (きう)馬 (ば)部 (へ)屋 (や)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
一　堆磨部屋搆所 (からうすへやかまへところ)の要 (やう)訣 (けつ)
一　納屋搆所 (なやかまえところ)の要訣 (やうけつ)
一　離座敷搆所 (はなれざしきかまへところ)の説 (せつ)
一　茶室搆所 (ちやのまかまへところ)の要訣 (やうけつ)
一　池泉水搆所 (いけせんすいかまへところ)の要訣 (やうけつ)
一　築山搆所 (つきやまかまへところ)の要訣 (やうけつ)
一　手水 (てふづ)鉢 (ばち)水 (みづ)壺 (つぼ)堀 (ほり)込 (こみ)用 (やう)心 (じん)水 (すい)薼 (ごもく)芥塲 (ば)水溜 (みづため)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　水吸込等搆所 (みづすいこみとうかまへところ)の要訣 (やうけつ)
　　同經驗 (　　けいけん)
己下 (いか)は宅図 (たくづ)に寫 (うつ)し得難 (ゑがた)き所 (ところ)の備 (そなへ)を著 (あらは)し
鑒 (かん)考 (かう)に便 (へん)ず秘訣 (ひけつ)の目次 (もくろく)
一　地宅 (ちたく)を相 (さう)する心得 (こ〱ろゑ)の最要 (さいやう)
一　陽氣 (やうき)なき地 (ち)に家 (いへ)を建 (たつる)とき陽氣 (やうき)の
　　地 (ち)とするの辨 (べん)
一　磁石 (じしやく)居所 (すんところ)の誤 (あやまり)を訂 (ただ)す説 (せつ)
一　家 (か)相 (さう)鑒 (かん)考 (かう)に方 (はう)位 (い)を愆事 (あやつまこと)有 (ある)の説 (せつ)

一　地 (ち)面 (めん)狹 (せま)く建物 (たてもの)大 (おほい)なる家 (いへ)の説 (せつ)
一　家 (いへ)の大 (たい)小 (しやう)により住人 (ぢうにん)の多 (た)少 (しやう)に隨 (したが)ひ
　　吉凶 (きつけう)あるの辨 (べん)
一　家宅 (かたく)に用 (もち)ゆる吉 (きつ)凶 (けう)材木 (ざいもく)の辨 (べん)
一　門口家 (もんくちいへ)の入口寸尺吉撰 (いりくちすんしやくきつせん)の辨 (べん)
一　塀 (へい)の髙 (たか)低吉凶 (ひくきつけう)の辨 (べん)
一　古井戸 (ふるゐど)地中 (ちちう)に塞 (ふさき)ある宅地 (たくち)の説 (せつ)
一　家 (いへ)の棟 (むな)木 (ぎ)接 (つぎ)所 (ところ)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
一　髙棟 (むねたかき)の建家 (たちけ)住者 (ぢうしや)に依 (より)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
一　段違 (だんちがひ)の床敷 (ゆかじき)住者 (ぢうしや)に依 (より)て吉凶 (きつけう)の辨 (べん)


一　路次 (ろじ)の上 (うへ)を二階 (にかい)に取込 (とりこみ)たる搆 (かまへ)の説 (せつ)
一　二階廊下搆所 (にかいろうかかまへところ)に依 (より)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
一　天窻 (てんまど)井戸 (いと)竈 (かまど)の上 (うえ)に有搆 (あるかまへ)の說 (せつ)
一　漏斗窻 (ちようごまど)ある搆 (かまへ)の説 (せつ)
一　布石 (しきいし)多 (おふく)ある宅地 (たくち)の説 (せつ)
一　窖搆 (あなくらかま)へ所の心得
一　竈家 (かまどいへ)の棟筋 (むねすじ)虹 (にし)梁 (ぎ)の下 (した)に當 (あたり)ある搆 (かまへ)の說 (せつ)
一　两 (りやう)竈 (かまど)向 (むか)ひ合搆 (あふかまへ)の説 (せつ)
一　竈佛 (かまどふつ)𣞀 (たん)向 (むか)ひ合搆 (あふかまへ)の說 (せつ)
一　竈 (かまど)井戸 (いど)向 (むか)ひ合搆 (あふかまへ)の說 (せつ)

一　竈佛 (かまどぶつ)𣞀 (たん)軒下 (のきした)にある搆 (かまへ)の説 (せつ)
一　佛 (ぶつ)𣞀 (だん)安置 (あんち)の靈像 (れいざう)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
一　厠外 (かはやほか)建物 (たてもの)と一棟 (ひとむね)にある搆 (かまへ)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]一　厠搆所 (かはやかまへところ)に拘 (かゝはら)ずして凶相 (けうさう)の辨 (べん)
　　同經驗 (　　けいけん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]一　火燵圍爐 (こたつゐろ)𫟚 (り)搆所 (かまへどころ)の心得 (こゝろへ)
一　棟 (むね)越 (こし)に火 (ひ)の見塲 (みば)涼み (すずみ)臺 (だい)ある搆 (かまへ)の說 (せつ)
一　屋上 (おくぜう)の涼 (す〱)み臺 (たい)物 (もの)干 (ほし)塲 (ば)搆 (かまへ)所 (ところ)の心得 (こゝろへ)
一　庭前 (ていせん)に栽 (うやる)を禁 (いむ)樹木 (じゆもく)の辨 (べん)
一　庭前石灯籠飛石置所 (ていぜんいしとうろうとびいしおきところ)の心得 (こゝろへ)
一　三階 (さんかい)倉庫 (くら)の說 (せつ)
一　切 (きり)縮 (ちゝめ)たる倉庫 (くら)の說 (せつ)
一　太 (たい)極柱 (きょくはしら)に根接 (ねつき)あるの說 (せつ)
一　門口柱 (かどくちはしら)に根接 (ねつぎ)あるの說 (せつ)
一　片々 (はんぶん)建 (たて)替 (かへ)たる家宅 (かたく)の說 (せつ)　
一　隣 (となり)を取込 (とりこみ)て一 (ひと)住居 (すまい)にせし家宅 (かたく)の說 (せつ)
一　逆木柱 (さかぎはしら)を用 (もちい)たる家宅 (かたく)の說 (せつ)
一　石墳 (せきひ)を營 (いとな)み造 (つくる)の心得 (こゝろへ)
一　地宅相法 (ちたくさうばふ)の最 (さい)要 (やう)坤 (こん)艮 (ごん)二 (に)宫 (きう)禁 (きん)忌 (き)の論 (ろん)
　　　目次　終

家相秘傳集 (かさうひでんしう)上之巻

　　　　　浪蕐　　　琴鶴松浦純逸著
　　　　　　地理宅相 (ちりたくさう)の大意 (たいい)
榮造宅經 (ゑいざうたくけう)に曰人宅 (いはくじんたく)左 (ひだり)に流水 (りうすい)ある之 (これ)を青 (せい)龍 (りゆう)と謂 (い)ふ右 (みぎ)に長 (ちやう)道 (だう)
ある之 (これ)を白 (びやく)虎 (こ)と謂 (い)う前 (まへ)に汚 (を)池 (ち)ある之 (これ)を朱雀 (しゆじやく)と謂 (い)ふ後 (うしろ)に丘 (きう)
陵 (りやう)ある之 (これ)を玄 (けん)武 (む)と謂う (い　)及 (すなはち)最貴 (さいき)の地 (ち)とすと所謂 (いはゆる)流水 (りうすい)長道汚 (ちやうどうを)
池 (ち)丘陵 (きうりやう)の四形 (しはう)は震 (しん)兑 (だ)坎 (かん)離 (り)の卦 (くは)象 (しやう)より生 (せう)じ青 (せい)龍 (りやう)白 (びやく)虎 (こ)朱雀 (しゆじやく)玄 (げん)
武 (む)の四名 (しめい)は太少隂 (だいしやういん)陽 (やう)の四氣 (しき)より成物 (なりぶつ)理 (り)自然 (しぜん)の形名 (けいめい)なり盖 (けたし)
物理 (ぶつり)の自然 (しぜん)たるや隂 (いん)は陽 (やう)に交 (まじは)里陽 (やう)は隂 (いん)に合し (がつ　)偏重 (へんぢう)ならす
して万物 (ばんもつ)生育 (せいいく)す是 (こゝ)を以 (もつ)て人 (ひと)の居所 (きよしよ)に於 (おけ)るも亦 (また)前後 (ぜんご)平坦 (へいたん)に
して四方 (しはう)正直 (せいちよく)なる地 (ち)を吉 (きつ)とす及 (すなはち)地球 (ちきう)偏重 (へんぢう)ならさるの象 (かたち)な
り宅 (たく)経 (けう)に曰 (いはく)凡 (およそ)宅地 (たくち)平坦 (へいたん)なるを名 (なづけ)て梁 (りやう)土 (ど)とす之 (これ)に居 (きよ)すると
きは𠮷 (きつ)なりと凡 (すべ)て髙 (かう)低 (てい)欠 (かけ)張 (はり)あるは地形 (ちげふ)の難 (なん)にして好 (このん)で作 (なす)
べきにあらず然 (しかれ)ども山谷 (さんこく)の地 (ち)或 (あるい)は道路 (どうろ)溝 (こう)川に隣 (となり)たる所 (ところ)等 (とう)
はおのづから髙 (かう)低欠 (ていかけ)張 (はり)ありて貧福窮 (ひんふくきう)達 (だつ)の相 (さう)を顯 (あら)はす故 (ゆへ)に
其髙 (そのかう)低欠 (ていかけ)張 (はり)は隂 (いん)陽 (やう)偏重 (へんぢう)なるものなれば之 (これ)を平和 (へいくは)して専 (もつ)ぱ
ら利益 (りゑき)に移 (うつ)し害 (がい)損 (そん)を避人 (さけひと)をして富貴 (ふうき)延壽 (ゑんじう)の幸慶 (かうけい)を得せ (ゑ　)し
めんが為に (ため　)聖人隂 (せいじんいん)陽 (やう)向背 (かうはい)の法 (ほう)を立 (たて)以 (もつ　)て地 (ち)宅 (たく)相 (さう)法 (ばふ)の術 (じゆつ)を万 (ばん)
世 (せ)に施 (ほどこし)たまふ夫 (それ)仰 (あふ)かざるべけんや抑 (そも〱)衣食住 (いしよくぢう)の三 (みつ)は人世 (じんせい)の
至 (し)要 (やう)にして身 (み)を脩 (おさ)め家 (いへ)を齊 (とゝな)ふる事 (こと)是 (これ)聖教 (せいけう)の最 (さい)主 (しゆ)たり先宅 (まづたく)

舎 (しや)の用 (よう)たるや暑 (しょ)寒 (かん)風雨 (ふうう)を凌 (しの)ぎ飲 (いん)食 (くい)座 (ざ)臥 (ぐは)を安 (やす)んし業用 (げふよう)を便 (べん)
し親疎 (しんそ)を和し (くは　)祖先 (そせん)の祭祀 (さいし)を奉じ (ほう　)子孫 (しそん)の後 (こう)榮 (ゑい)を計 (はか)里凡 (すべ)て忠 (ちう)
孝 (こう)を全 (まつた)ふする人生動止 (じんせいどうし)の倚 (よる)所 (ところ)是 (これ)より大 (おふい)なるはなし故 (ゆへ)に撰 (ゑらま)
ずんば有 (ある)べからず然 (しかる)に近世地宅 (きんぜいちたく)を相 (さう)する者數 (ものす)百家 (ひやくか)にして
彼家 (かのいへ)にて吉 (きつ)と指 (さす)もの此家 (このいへ)にては凶 (けう)と示 (しめす)の類 (たぐひ)あり斯判斷纷 (かくはんだんふん)
纷 (ぷん)として却 (かへつ)て人 (ひと)の惑 (まどひ)を生 (せう)ず亦 (また)愚 (ぐ)ならずや凡地宅 (およそちたく)の相 (さう)法 (ばう)は
自然 (しぜん)の理 (り)を原 (もと)とし隂 (いん)を以 (もつ)て陽 (やう)に和 (くは)し出 (いつる)を以 (もつ)て入 (いる)を補 (おぎなふ)の明 (めい)
斷 (たん)なれば吉凶 (きつけふ)指 (し)揮 (ぎ)相 (あい)反 (はん)ずるに理 (り)なしみづから勉 (つとめ)て杜撰 (づさん)な
くば何 (なに)の惑 (まとひ)かこれあらん
　　　　　　　地面 (ちめん)の四方髙 (しはうたか)低吉凶 (ひくきつけう)の辨 (べん)

象 (しや)吉通書 (きつつうしよ)に曰 (いはく)宅地 (たくち)後髙 (うしろたか)く前下 (まへさがる)を名 (なづけ)て晋 (しん)土 (ど)と謂 (い)ふ是 (これ)に居 (きよ)する
者 (もの)は吉 (きつ)なり前髙 (まへたか)く後 (うしろ)下 (さがり)を名 (なづけ)て楚 (そ)土 (ど)と謂 (い)ふ是 (これ)に住 (ちう)する者 (もの)は
凶 (けう)なりと按 (あん)ずるに是 (これ)南面 (なんめん)に備 (そなへ)たるを正 (しやう)とするの説 (せつ)に因 (よつ)て
前後 (ぜんご)髙低 (かうてい)の吉凶 (きつけう)を論 (ろん)ぜしものならん彼室宅 (かのしつたく)は南面 (なんめん)を正 (しやう)と
すといへるも畢竟 (ひつけう)は陽氣 (やうき)に向隂氣 (むかひいんき)を避 (さくる)ものにて隂陽 (いんやう)避趨 (ひすう)
の術 (じゆつ)は相法 (そうばう)の本 (もと)なり前後 (ぜんご)髙低 (かうてい)の論 (ろん)は判斷 (はんだん)の末 (すへ)なり是 (これ)を後 (のち)
にし彼 (かれ)を前 (さき)にして考 (かんが)ふるときは前 (ぜん)面 (めん)後 (がう)居 (きよ)の論 (ろん)に抱 (かゝ)はらず
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]唯 (たゞ)東 (ひがし)低 (ひき)く西 (にし)髙 (たか)く又 (また)南 (みなみ)低 (ひき)く (く)北 (きた)髙 (たか)き等 (とう)の地 (ち)は東方 (とうばう)南方 (なんばう)の陽氣 (やうき)
を受 (うける)の理 (り)なり故 (ゆへ)に東 (ひかし)向 (むき)。𫝕 (たつ)已 (み)向 (むき)。南向 (みなみむき)。抔 (など)にして後 (がう)居髙 (きよたか)き地 (ち)は
乃 (すなはち)。西 (にし)。戌亥 (いぬゐ)。北 (きた)。等 (とう)髙 (たか)き地 (ち)形 (げふ)と成 (なる)ゆへ大 (だい)𠮷 (きつ)相 (さう)の備 (そなへ)にして富 (ふう)貴 (き)を

主 (つかさ)とり職業 (しやくけふ)發達 (はつだつ)し子孫 (しそん)長久 (ちやうきう)す亦 (また)。西面 (にしおもて)。戌亥面 (いぬゐおもて)。北面 (きたおもて)。抔 (など)にして
後 (かう)居髙 (きよたか)き地 (ち)は及 (すなは)ち東 (ひがし)。𫝕 (たつ)已 (み)。南 (みなみ)。等髙 (とうたか)き地形 (ちけふ)となる故 (ゆへ)大 (だい)凶 (けう)相 (さう)の
備 (そなへ)にして貧窮 (ひんきう)を主 (つかさど)り産業 (さんげふ)衰微 (すいび)し終 (つい)に家宅斷絶 (かたくだんぜつ)におよぶな
里
　　　　　地 (ち)面 (めん)の中 (ちう)央 (わう)髙 (たか)低 (ひく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
四方 (しはう)の連山 (れんざん)次第 (しだい)に髙 (たか)く其 (その)中央 (ちうわう)平坦 (へいたん)にして巡 (めぐり)の山腹 (さんふく)に遠 (とふ)か
らさる地 (ち)は大有福 (だいゆうふく)の相 (さう)とす茲 (こゝ)に村里 (むらさと)を搆 (かま)ゆれは往々人氣 (おう〱にんき)
聚 (あつま)里艸亭 (さうてい)軒 (のき)を並 (なら)べ繁昌都會 (はんじやうとくわい)に比 (ひ)するの地 (ち)となる是 (これ)諸 (しよ)國 (こく)に
て屢 (しば〱)見 (み)およぶ所 (ところ)なり又 (また)四 (し)方 (はう)低 (ひき)く空々 (くう〱)として中央耳髙 (ちうわうのみたか)く巡 (めぐり)
て馮 (よる)ものなき地 (ち)は大 (だい)凶 (けう)相 (さう)なり假令 (たとへ)開地 (かいち)して一旦 (いつたん)繁 (はん)榮 (ゑい)にお
よぶとも後年 (かうねん)必ず (かなら　)衰微 (すいび)して廃地 (はいち)となるなり凡て (すべ　)地 (ち)は其濶 (そのひろ)
狹 (せま)に應 (おう)し宜 (よろし)く氣 (き)の止まる (と　　)べき山岡 (さんこう)樹木 (じゅもく)なけれは万代 (はんだい)不易 (ふゑき)
とは云難 (いひがた)し
　　　　　神 (しん)社 (しや)佛 (ぶつ)閣 (かく)等 (とう)の廢 (はい)地 (ち)に居 (きよ)する家 (か)宅 (たく)の說 (せつ)
往昔 (いにしへ)寺 (じ)社 (しや)靈 (れい)廟 (びやう)或 (あるい)は墳 (ふん)墓 (ぼ)戰 (せん)塲 (じやう)城 (じやう)地 (ち)或 (あるい)は天子 (てんし)の行 (げう)宫 (きう)英 (ゑい)雄 (ゆう)の宅 (たく)
地 (ち)又 (また)は名所大驛 (めいしよたいゑき)の地 (ち)等 (と)廢 (うはい)して郊 (こう)野 (や)田畑 (でんばた)と成 (なり)たるを知 (しら)ずし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]て庻 (つね)民人 (ひと)の居所 (きよしよ)とするときは極 (きはめ)て祟 (たゝり)をなし種 (しゆ)々 (〱)妖 (よう)災 (ざい)ありて
終 (つい)に家 (か)宅 (たく)破 (は)廢 (はい)斷 (たん)絶 (せつ)におよぶなり凡 (およそ)右 (みき)等 (とう)の舊 (きう)跡 (せき)は積年 (せきねん)の霊 (れい)
氣 (き)地中 (ちちう)に止 (と〱)まりて散ぜず (さん　　)或 (あるい)は遺 (い)物 (もつ)名 (めい)器 (き)等 (とう)地 (ち)下 (か)に瘗 (すたれ)有 (あり)て種 (しゆ)
種 (しゆ)妖怪 (ようくわい)を發 (はつ)するものなり撰 (ゑらま)ずんば有 (ある)べからず

　　　　　神社佛閣 (じんじやぶつかく)等 (とう)の門前 (もんせん)に對 (たい)する家宅 (かたく)の説 (せつ)
諸 (しよ)人 (にん)等 (とう)輩 (はい)たりとも宅舎 (たくしや)の入口 (いりくち)向 (むか)ひ合 (あふ)たるは大 (おふい)に凶 (あし)し彼 (かの)諺 (ことわざ)
に两 (りやう)虎 (こ)相 (あい)爭 (あらそふ)ときは一 (いつ)虎 (こ)必ず (かなら　)亡 (ほろぶ)といへるの意 (い)なり極 (きはめ)て貧困 (ひんきう)
を主 (つかさ)どる別 (べつし)て神社佛閣 (じんしやふつかく)或 (あるい)は貴人 (きじん)舘舎 (くわんしや)の門口 (もんくち)と庻 (つね)人 (ひと)住 (ちう)宅 (たく)の
入口 (いりくち)と正當 (しやうとう)に向 (むか)ひ合 (あふ)ときは不敬 (ふけい)の祟 (たゝり)ありて職 (しよく)業 (けふ)發 (はつ)達 (だつ)せず
病 (びやう)難 (なん)行 (おこなは)れ子孫 (しそん)連綿 (れんめん)し難宅經 (かたしたくけう)に神社 (じんしや)の門 (もん)に對 (たい)ずれは常 (つね)に時 (じ)
瘟 (うん)を病 (やむ)といへり尤 (もつとも)門口 (もんくち)の相對 (あいたい)するは勿論 (もちろん)の事 (こと)なり都 (すべ)て霊 (れい)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]塲 (じやう)貴 (き)舘 (くわん)の在前 (ざいせん)に居所搆 (きよしよかま)ゆるは大 (おふい)に凶 (けう)なりと知 (しる)べし
　　　　　往還 (わうくあん)の行當 (ゆきあたり)に住 (ちう)する家宅 (かたく)の說 (せつ)
往還 (わうらい)の行當 (ゆきあたり)を住居 (ぢうきよ)とするは大 (おふい)に凶 (あし)し別 (べつし)て門口 (かどくち)往来 (わうらい)の直當 (ますじ)
を受 (うけ)たるは彌凶 (いよ〱あし)し神社佛閣 (じんじやぶつかく)と雖 (いへど)も直 (ぢく)なる長道 (ちやうどう)の行 (ゆき)當 (あたり)にあ
るは神佛 (しんぶつ)の霊 (れい)尊 (たつと)からずといへり凡 (およそ)往 (わう)還 (くはん)を直 (たゝち)に請 (うけ)たるは表 (ひやう)
面空々 (めんくう〱)として一筋 (ひとすじ)の水路烮 (すいろはげしき)に向 (むかふ)たるが如く (ごと　)にて住人 (ちうにん)安居 (あんきよ)
ならず種々災 (しゆ〱わざは)ひ踵 (きひす)をつぎ産業 (さんげふ)つひに衰 (おとろ)ふる事必 (ことひつ)せり
　　　　　戌亥 (いぬい)張 (はり)欠 (かけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]　　　　　并戌亥 (いぬい)張 (はり)の吉地搆 (きつちかまへ)に因 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)を兼 (かねる)の図 (づ)説 (せつ)
　　　　　同戌 (いぬ)亥 (い)欠 (かけ)の建 (たち)家 (け)土 (ど)藏 (ざう)搆 (かまへ)格 (かた)の図 (づ)説 (せつ)
　　　　　同戌 (いぬ)亥 (い)欠 (かけ)の凶 (けう)地 (ち)搆 (かまへ)に因 (よつ)て吉 (きつ)相 (さう)に轉 (てん)ずる図 (づ)説 (せつ)
乾宫 (けんきう)は四氣 (しき)に資 (もつ)て秋冬 (しうとう)の間 (あいだ)に當 (あた)里天 (てん)に属 (ぞく)して氣 (き)を坤地 (こんち)に
降 (くだ)す天 (てん)の万物 (ばんもつ)を養 (やしなふ)の理 (り)を備 (そなへ)て其德 (そのとく)の廣 (くはう)大 (だい)なる事 (こと)八 (はつ)方 (はう)中 (ちう)第 (だい)

一 (いち)たり専 (もつ)はら福 (ふく)祐 (ゆう)の氣 (き)を主 (つかさとる)とす或 (あるい)は其 (その)天 (てん)に属 (そく)するを以 (もつ)て
君 (くん)主 (しゆ)祖 (そ)先 (せん)の尊 (そん)貴 (き)遠 (ゑん)長 (ちやう)に配 (はい　)し又 (また)其 (その)純 (しゆん)陽 (やう)至 (し)極 (ごく)の故 (ゆへ)をもつて却 (かへつ)
て庻 (じよ)民 (みん)卑 (ひ)陋 (ろう)すべて貧賤 (ひんせん)とするの理 (り)ありこれ天地 (てんち)消長 (しやうちやう)治乱 (ぢらん)
興廢 (こうはい)みな以て始 (し)終 (じう)全 (まつた)き事 (こと)を得ず (ゑ　)物 (もの)極 (きはまる)ときは必反 (かならずはん)するの意 (い)
なり凡 (およそ)此地 (このち)の備方 (そなへかた)張出 (はりいづる)は幸福 (かうふく)の氣 (き)盛 (さかん)にして家 (か)業 (けふ)繁 (はん)昌 (じやう)し子 (し)
孫 (そん)延榮 (ゑんゑい)を主 (つかさ)どり尊 (そん)貴 (き)に近 (きん)親 (しん)して食祿株德 (しよくろくちうとく)を得 (う)べきの大吉 (たいきつ)
相 (さう)とす尤 (もつとも)建家 (たちけ)の張 (はり)出 (いづ)るも同 (とう)事 (じ)の吉相 (きつさう)なり然 (しか)し左 (さ)の図の如 (こと)
く張 (はり)出 (いづ)る地面 (ちめん)へ土 (ど)藏 (ざう)を搆 (かま)へ建家 (たちけ)より建續 (たてつゞ)きたる備 (そなへ)は即 (すなは)ち
遠所 (ゑんしよ)より幸福 (かうふく)を得 (う)るの氕 (き)ありと雖 (いへど)も亦 (また)權 (けん)威 (い)に募 (つのる)の理 (り)あり
て商 (しやう)家 (か)にても主 (しゆ)人 (じん)の氕 (き)性 (しやう)髙 (たか)く驕 (かう)奢 (しや)を恣 (ほしいまゝ)にす故 (ゆへ)に (に)産 (さん)業 (げふ)に疎 (うと)

く成 (なり)行 (ゆき)遂 (つい)に家 (か)運 (うん)傾 (けい)廢 (はい)するなり夫 (それ)戌 (いぬ)亥 (ゐ)倉 (くら)吉 (きつ)相 (さう)といふは四 (し)方 (はう)
正 (せい)直 (ちよく)の地 (ち)面 (めん)にして此 (この)乾 (けん)方 (はう)に程 (ほど)よき土 (ど)藏 (ざう)備 (そなへ)あるは即 (すなはち)全 (ぜん)𠮷 (きつ)と
する事 (こと)にて此図 (このづ)の如 (ごと)く張 (はり)出 (いづ)る上 (うへ)に倉庫 (さうこ)あるは強 (がう)張 (ちやう)の象 (かたち)と
し極 (きはめ)て凶 (けう)とす但 (たゞ)し是 (これ)に限 (かぎ)らす凡 (すべ)て八 (はつ)宫 (きう)と張 (はり)出 (いづ)る備 (そなへ)は大 (たい)
略 (りやく)吉 (きつ)相 (さう)多 (おふし)と雖 (いへど)も強 (つよ)く張 (はり)出 (いづ)る欤 (か)又 (また)少 (すこ)しにても地 (ち)宅 (たく)とも張 (はり)た
る備 (そなへ)は即 (すなはち)強 (がう)張 (ちやう)にして必 (かならす)種 (しゅ)々 (〱)の祟 (しう)難 (なん)あるものなり是 (これ)所謂 (いはゆる)過 (すぎ)
たるは猶 (なほ)及 (およば)ざるが如 (ごと)しの意 (い)たり唯 (たゞ)相 (さう)應 (をう)を以 (もつ)て至 (し)要 (やう)とすべ
し












戌 亥 倉 庫 強 張 の 圗















戌亥 (いぬい)の方欠入 (かたかけいり)たる備 (そなへ)は大 (おふい)に凶し天 (てん)に属し尊 (ぞく　そん)貴 (き)福 (ふく)祐 (ゆう)の地位 (ちい)
ゆへ少 (すこ)しにても欠失 (かけうしなふ)ときは家業 (かげふ)次第 (しだい)に衰 (おとろ)へ住 (ぢう)人 (にん)疾 (しつ)病 (へい)の患 (うれ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]ひ絶 (たへ)さるなり然 (しかれ)ども図 (づ)の如 (ごと)く其 (その)欠 (かけ)入 (いり)たる所 (ところ)へ程 (ほど)よく土 (ど)藏 (さう)
を搆置 (かまへをけ)ば聊凶 (いさゝかけう)を轉 (てん)ずるの理 (り)あり然 (しかれ)ども建家 (たてけ)の欠 (かけ)込 (こみ)へ倉庫 (そうこ)
を建 (たて)て其 (その)凶 (けふ)を防 (ふせが)んとするは當 (あたら)す是凶 (これけう)を避 (さけ)んとて却 (かへつ)て凶 (けう)を
招 (まね)くものなり凡 (すべ)て八 (はつ)宫 (きう)とも建家 (たちけ)の欠 (かけ)込 (こみ)へは決 (けつし)て土 (ど)藏 (ざう)を建 (たつ)
べからす吉 (きち)なく凶 (けふ)多 (おふ)しと知 (しる)べし猶欠 (なをかけ)込 (こみ)の凶相 (けうさう)を轉 (てん)する備 (そなへ)
格 (かた)種々 (しゆ〱)ありと雖 (いへど)も具 (つぶさ)に述 (のふる)る遑 (いとま)あらずまづ此 (この)例 (れい)を以 (もつ)て推 (おし)考 (かんが)
へ察 (さつす)べきなり




図 (づ) 凶 (ふせぐ) 防 (ぼう) 欠 (かけ) 乾 (いぬい) 形 (けう) 地 (ち)
建 (たち) 家 (け) 乾 (いぬい) 欠 (かけ) 募 (たか) 凶 (つのる) 図 (づ)


　　　　　未 (ひつじ)申 (さる)張 (はり)欠 (かけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
坤宫 (こんきう)は平 (へい)地 (ち)に属 (ぞく)し氕 (き)を乾天 (けんてん)に受 (うけ)て百物 (ひやくぶつ)を産 (さん)じ有 (ゆう)德 (とく)無 (む)疆 (きう)の
位 (くらい)とす人事 (じんじ)に資 (もつ)ては婦女 (ふしよ)に属 (ぞく)するを以 (もつ)て専 (もつ)はら婦 (ふ)人 (じん)の安 (あん)
危 (き)を顕 (あら)はすなり凡 (およそ)未 (ひつし)申 (さる)張 (はり)出 (いづ)る搆 (かまへ)は婦 (ふ)進 (す〱)み夫 (おつと)退 (しりそく)の理 (り)ありて
婦 (ふ)人 (じん)に權 (けん)勢 (せい)加 (くは)はり妻 (さい)女 (じよ)宅 (たく)主 (しゆ)に代 (かはり)て家 (か)事 (じ)を主 (つかさ)とり或 (あるい)は間 (ま〱)女 (おんな)
主 (あるじ)となる事 (こと)あるの大凶相 (だいけうさう)なり是坤 (これこん)の隂位張慢 (いんいはりはひこる)に因 (よつ)ておの
づから柔 (にう)陽 (やう)剛 (がう)隂 (いん)の象 (かたち)に淫 (すこ)せし災 (わざは)ひにて宅 (たく)主 (しゆ)および家 (か)嫡 (ちやく)都 (すべ)
て男 (だん)子 (し)に應 (をう)じ常 (つね)に病 (べう)床 (しやう)にあつて家 (か)事 (じ)衰 (すい)廢 (はい)するとす或 (あるい)は無 (む)
病 (べう)なるも早 (そ)世 (せい)夭 (わか)死 (しに)の愁 (うれい)有 (あつ)てかならず女 (によ)主 (しゆ)相 (さう)續 (そく)を主 (つかさ)どるな
り

未 (ひつし)申 (さる)欠 (かけ)入 (いり)たる備 (そなへ)
は大 (おふい)に凶 (あし)し坤 (こん)は地 (ち) 形 (けふ) 坤 (ひづしさる) 欠 (かけ) 吉 (きつ) 相 (さう) 圗 (づ)

百 (ひやく)物 (ぶつ)含 (かん)蓄 (ちく)納 (なう)成 (じやう)の
位 (くらい)にして妻 (さい)妾 (しやう)婦 (ふ)
德 (とく)の地 (ち)位 (い)たり故 (ゆへ)
に是 (これ)を欠 (かき)失 (うしな)ふと
きは必 (かなら)ず婦 (ふ)人 (じん)長 (ちやう)
病 (びやう)を患 (うれ)ひ或 (あるい)は廃 (はい)
人 (じん)となり絶 (たへ)子 (し)孫 (そん)

出 (しゆつ)生 (せう)の德 (とく)なくしておのづから養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (そく)を主 (つかさ)とる其 (その)餘 (よ)すべ

て婦 (ふ)人 (じん)に故 (こ)障 (しやう)絶 (たへ)難 (がた)く妻 (さい)妾 (せう)屢 (しば〱)かはる等 (とう)の難 (なん)ありなほ家 (か)内 (ない)常 (つね)
に病 (べう)勞 (ろう)の人 (ひと)絶 (たへ)ざるの大 (だい)凶 (けう)相 (さう)とす但 (たゞ)し右 (みき)図 (づ)の如 (こと)く斜 (なゝめ)にして
少 (すこ)し欠 (かけ)入 (いり)たる備 (そなへ)は吉 (きつ)相 (さう)に近 (ちか)き理 (り)もあるなり
　　　　　丑寅 (うしとら)張欠 (はりかけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (き)凶 (けう)の辨 (べん)
　　　　　并丑 (うし)張 (はり)寅 (とら)張 (ばり)の凶相輕 (けうさうけい)重 (ぢう)あるの図説 (づせつ)
　　　　　同丑寅欠 (うしとらかけ)の備真傳 (そなへしんでん)の図說 (づせつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]艮 (ごん)宫 (きう)は一 (いつ)歳 (さい)の終 (しう)始 (し)を兼 (かね)含 (ふくみ)たる位 (くらい)にして冬 (とう)春 (しゆん)隂 (いんやう)陽 (ゆう)二 (に)季 (き)交 (かう)會 (くはい)
の象 (かたち)たり既 (すて)に艸 (さう)木 (もく)の舊 (きう)臘 (ろう)根 (ね)に帰 (かへり)たる生 (せい)氕 (き)の春 (はる)の候 (とき)を得 (ゑ)て
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]再 (ふたゝ)び萠 (めざし)動 (うご)くの地 (ち)位 (い)なれは唯 (たゞ)平 (へい)和 (くは)の備 (そなへ)を以 (もつ)て吉 (きつ)とする所 (ところ)な
り故 (ゆへ)に少 (すこし)にても張 (はり)出 (いづ)るときは終 (しう)老 (ろう)の氣 (き)たる地位 (ちい)に逆 (さから)ひ家 (か)

人 (じん)に災害 (さいかい)し病癆衰廃 (べうろうすいたい)の徒 (と)多別 (おふいべつし)て宅 (たく)主 (しゆ)家 (か)嫡 (ちやく)都 (すべ)て男子 (だんし)の短命 (たんめい)
を主とり血 (けつ)脉 (みやく)世 (よ)嗣 (つぎ)を絶 (たや)し養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)の家 (いへ)となる假令 (たとへ)住者 (ちうしや)多 (あふ)
しといふとも家僕 (かぼく)のみにて家族 (かみ)たる人 (ひと)少 (すくな)くおのづから宅 (たく)
中 (ちう)寂寞 (せきばく)として招 (てう)陽 (やう)の德 (とく)なく盛隂 (せいいん)にして彌 (いよ)衰微 (すいび)を主 (つかさ)どるな
り就中 (なかんづく)丑 (うし)の方 (かた)にて張出 (はりいで)たるは別 (べつし)て凶 (あし)し是 (これ)丑 (うし)は固 (もと)より土 (つち)に
属 (ぞく)し終 (しう)隂 (いん)の氣 (き)を専 (もつぱら)とせし所 (ところ)ゆへ土氕 (どき)盛 (さかん)の地形 (ちげふ)となりて凶 (けう)
殺 (さつ)烮 (はげ)しきものなり又 (また)寅 (とら)の方 (かた)にて張 (はり)出 (いづる)は其 (その)凶 (けう)稍 (やゝ)緩 (ゆるか)せなる理 (り)
ありて聊 (いさヽか)吉相 (きつさう)に近 (ちか)く住 (ちう)人 (にん)災 (さい)害 (がい)多 (おふ)からず発 (はつ)達 (だつ)の兆 (きざ)し有 (あり)とす
其 (その)理 (り)寅 (とら)は春氕 (しゆんき)の首 (はじ)め微 (び)陽 (やう)発生 (はつせう)の象 (かたち)なるをもつて張 (はり)出 (いつる)を順 (しゆん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]理 (り)とする所以 (ゆへん)なり




丑 (うし) 張 (はり) 地 (ち) 形 (げふ) 之 (の) 図 (づ)










図 (づ) 之 (の) 形 (げふ) 地 (ち) 張 (はり) 寅 (とら)





[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]丑寅欠入 (うしとらかけいり)たる備 (そなへ)は大 (おほい)に凶 (あし)し委 (くはし)く前説張備 (ぜんせつはりそなへ)の所 (どころ)に述 (のふる)が如 (ことく)此 (この)

方 (はう)は始終屈伸二 (しじうくつしんに)
氕 (き)交 (かう)界 (かい)の位 (くらい)にし丑 (うし) 寅 (とら) 欠 (かけ) 備 (そなへ) 真 (しん) 傳 (でん) 図 (づ)

て唯 (た〱)平分 (へいふん)を以 (もつ)て
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]吉 (きつ)とするの所 (ところ)ゆ
へ少々 (せう〱)にても欠 (かけ)
入 (いる)ときは発生 (はつせう)の
氕 (き)たる地德 (ちとく)を失 (うしな)
ふゆへ子 (し)孫 (そん)次 (し)第 (たい)
に亡 (ぼふ)命 (めい)し終 (つい)に血 (けち)
脉 (みやく)絶 (たう)る事 (こと)を主 (つかさ)ど



るなり又 (また)建 (たて)物 (もの)欠 (かけ)入 (いり)たるも同 (どう)事 (じ)の凶 (けう)備 (そなへ)とす尤 (もつとも)丑 (うし)欠 (かけ)寅 (とら)欠 (かけ)とも
理 (り)斷 (だん)差 (しや)別 (べつ)なくすべて凶 (けう)たり惣 (さう)じて諸 (しよ)宫 (きう)とも欠込備 (かけこみそなへ)は必 (かなら)す
𠮷相 (きつさう)なき事推 (ことおし)て知 (しる)べし盖 (けだし)世 (よ)にいふ丑寅欠 (うしとらかけ)とは全 (まつた)く欠入 (かけいり)た
るを吉 (きつ)とせしにあらば右 (みぎ)図 (づ)の如 (ごと)く建 (たて)物 (もの)此 (この)隅 (すみ)を除 (のそ)き空 (くう)地 (ち)と
なして艮 (ごん)の隂湿 (いんしつ)を受 (うけ)ざる様 (やう)の備 (そなへ)を吉相 (きつさう)とする古 (こ)聖 (せい)の示傳 (しでん)
なるものなり
　　　　　𫝕 (たつ)己 (み)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
巽宫 (そんきう)は燥 (さう)陽 (やう)の位 (くらい)にして百物 (ひやくふつ)長盛 (ちやうせい)の德 (とく)を備 (そな)へ正 (まさ)に致 (ち)遠 (ゑん)の象 (せう)
地 (ち)とす此 (この)方 (はう)張 (はり)出 (いづ)る備 (そなへ)は富 (ふう)貴 (き)久 (きう)遠 (ゑん)子 (し)孫 (そん)連 (れん)綿 (めん)を主 (つかさ)どるなり別 (べつし)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]て海 (かい)舶 (はく)旅 (りよ)賈 (か)の産 (さん)業 (げふ)抔 (なぞ)は家名 (かめい)遠所 (ゑんしよ)に達 (たつ)する事 (こと)速 (すみや)にして幸福 (かうふく)

を得 (う)る事 (こと)莫 (ばく)大 (たい)なるの吉相 (きつさう)とす然 (しかれ)とも前 (せん)に述 (のぶ)る乾 (けん)張 (はり)の説 (せつ)と
同意 (どうい)にして地面 (ちめん)建物 (たてもの)とも重々 (ちう〱)張 (はり)満 (みつる)は却 (かへつ)て凶 (あし)したとへば老 (ろう)
輩 (はい)なくして産業 (さんげふ)密 (みつ)なる事 (こと)を得 (ゑ)ず別 (べつし)て船積 (ふなづみ)の商家 (しやうか)は度 (たび)々 (ゞ)破 (は)
船 (せん)などの難有 (なんあり)て損 (そん)財 (ざい)甚 (はなはたし)きを主 (つかさ)とるとす因 (よつ)て此方 (このはう)は唯地宅 (たヾちたく)
の中 (うち)一 (いつ)箇 (か)のみ其 (その)地 (ち)面 (めん)或 (あるい)は其 (その)建 (たち)家 (け)相 (さう)應 (おう)に程 (ほど)よく張 (はり)出 (いづる)を吉 (きつ)相 (さう)
とするなり但 (たヾ)し寺 (じ)院 (いん)僧 (さう)房 (ぼう)は假令 (たとへ)少 (すこ)しの張 (はり)備 (そなへ)にても極 (きはめ)て凶
とす必 (かなら)ず色 (しき)情 (せう)女 (じよ)難 (なん)を発 (はつ)するなり
𫝕 (たつ)已 (み)の方 (かた)欠 (かけ)入 (いり)たる備 (そなへ)は大 (たい)凶 (けう)なり陽 (やう)精 (せい)衰 (おとろ)ふるの象 (かたち)にして住 (ぢう)
人 (にん)病 (びやう)癆 (ろう)絶 (たへ)す且 (かつ)衰 (すい)微 (び)破 (は)財 (ざい)を主 (つかさ)とるなり但 (たヾ)し少 (すこし)の欠 (かけ)込 (こみ)ならは
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]其 (その)欠 (かけ)込 (こみ)たる所 (ところ)へ建 (たて)物 (もの)にてほど能 (よく)張 (はり)出 (いだ)し置 (をく)か倉 (さう)庫 (こ)離 (はなれ)座 (ざ)敷 (しき)抔 (など)

を搆置 (かまへおく)ときは聊其凶相 (いさゝそのけうさう)を補 (おぎなふ)の理 (り)あり是乾宫欠備 (これけんきうかけそなへ)の説 (せつ)と同 (とう)
意 (い)の論 (ろん)なり宜 (よろし)く照覧 (せうらん)して熟得 (しゆくとく)すべし
　　　　　東方 (とうばう)張欠 (はりかけ)の地宅 (ちたく)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　并欠 (かけ)張 (はり)塲 (ば)所 (しよ)の濶 (ひろ)狹 (せま)に因 (より)地 (ち)形 (げふ)變 (へん)動 (どう)ある図 (づ)説 (せつ)
震宫 (しんきう)は隂中 (いんちう)の微 (び)陽 (やう)己 (すで)に発覺 (はつかく)するの象 (しやう)とす月 (げつ)令 (れい)曰 (いはく)仲 (ちう)春 (しゆん)雷 (らい)及 (すなはち)
聲 (こゑ)を発 (はつす)と仲春 (きさらぎ)は是震 (これしん)に位 (くらい)す又 (また)易 (ゑき)に震 (しん)を雷 (らい)とす雷 (らい)は陽氣隂 (やうきいん)
精 (せい)を破 (やぶ)里発 (はつ)して鳴動 (めいどう)す皆 (みな)凡 (すべ)て上 (しやう)達 (たつ)発 (はつ)生 (せう)の德 (とく)を主 (しゆ)とする地 (ち)
位 (い)にして春 (しゆん)陽 (やう)方 (まさ)に至 (いたつ)て草 (さう)木 (もく)萠 (はう)動 (どう)するの候 (とき)に當 (あた)里頗 (すこぶ)る進 (しん)発 (ばつ)
の理 (り)あり故 (ゆへ)に此 (この)方 (はう)張 (はり)出 (いづ)るは産 (さん)業 (げふ)日 (ひヾ)々に榮 (さか)へ子 (し)孫 (そん)次 (し)第 (たい)に旺 (わう)
ず大 (だい)吉 (きつ)相 (さう)の備 (そなへ)とす然 (しかる)に地 (ち)宅 (たく)の備 (そなへ)格 (かた)を鑒 (かんがみ)誤 (あやまる)ときは吉 (きつ)凶 (けう)の相 (さう)

暗 (あん)に相 (そう)反 (はん)する事 (こと)あり假令 (たとへ)ば左 (さ)の図 (づ)の如 (ごと)く巽 (そん)艮 (ごん)の欠 (かけ)入 (いり)廣 (ひろき)と


図 (づ) 位 (くらい) 欠 (かけ) 艮 (うしとら) 巽 (たつみ)

図 (づ) 之 (の) 位 (くらい) 張 (はり) 震 (ひかし)


きは全 (まつた)く東 (ひがし)張 (はり)の備 (そなへ)となる然 (しかる)を東 (ひがし)の張 (はり)出 (いで)廣 (ひろき)ときは反 (かへつ)て巽 (そん)艮 (ごん)
二 (に)宫 (きう)の欠 (かけ)入 (いり)となりて敢 (あへ)て東 (ひがし)張 (はり)の備 (そなへ)に當 (あたら)ず相 (さう)者 (しや)此 (この)理 (り)を能 (よく)辨 (わきま)
ふべし欠 (かけ)込 (こみ)の理 (り)も亦 (また)此 (この)例 (れい)を以 (もつ)て推 (おし)考 (かんが)へ凡 (すべ)て必 (かならす)恖 (さふ)卒 (そつ)として
鑒 (かん)相 (さう)を愆 (あやまつ)ことなかれ
東 (ひがし)の方 (かた)欠 (かけ)入 (いり)たる備 (そなへ)は大 (おふい)に凶 (あし)し夫 (それ)震 (しん)は陽 (やう)氣 (き)既 (すで)に至 (いた)里万 (はん)物 (もつ)蠢 (しゆん)
動 (どう)の候 (とき)に配 (はい)し事 (じ)物 (ぶつ)発 (はつ)生 (せう)して次 (し)第 (だい)に繁 (はん)茂 (も)せんと欲 (ほつ)するの地 (ち)
位 (い)なるが故 (ゆへ)に此 (この)方 (はう)欠 (かけ)入 (いる)ときは即 (すなは)ち其 (その)地 (ち)発 (はつ)達 (たつ)の氕 (き)に反 (はん)悖 (ばい)し
て為 (ため)に (に)祟 (しう)害 (がい)に罹 (かゝ)里宅 (たく)主 (しゆ)常 (つね)に困 (こん)屈 (くつ)して産 (さん)業 (げふ)繁 (はん)昌 (じやう)し難 (がた)く種々 (しゆ〱)
災 (さい)害 (がい)を発 (はつ)し疾 (しつ)病 (ぺい)損 (そん)財 (ざい)交 (こも)々 (〱)至 (いたり)て愁 (しやう)傷 (しやう)絶 (たへ)ざるの大 (だい)凶 (けう)相 (さう)とす
　　　　　西 (さい)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)

　　　　　并地 (ち)宅 (たく)ともに張 (はり)出 (いで)たる搆 (かまへ)の図 (づ)説 (せつ)
兑 (だ)宫 (きう)は金 (きん)氕 (き)の正 (せう)
位 (い)たり金 (かね)能 (よく)水 (みつ)を
生 (せう)ずるの理 (り)を以 (もつ)
て潤 (じゆん)澤 (たく)の功 (かう)を施 (ほどこ)
し五 (ご)穀 (こく)百 (ひやく)果 (くは)登 (とう)熟 (じゆく)
の德 (とく)地 (ち)とす然 (しかれ)ど
も金 (きん)氕 (き)亦 (また)殺 (さつ)伐 (ばつ)を図 (づ) 備 (そなへ) 張 (はり) 西 (にし) 共 (とも) 宅 (たく) 地 (ち)

主 (しゆ)とする故 (ゆへ)草 (さう)木 (もく)
枯 (こ)槁 (かつ)し鳴 (めい)蟲 (ちう)生 (せう)じ


[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]て尋 (つい)で死 (し)す盖 (けたし)成 (せう)終 (しう)を兼 (かね)るの地 (ち)位 (い)たり故 (ゆへ)に張 (はり)出 (いで)欠 (かけ)込 (こみ)皆 (みな)凶 (あし)し
唯 (た〱)平 (へい)和 (くは)を以 (もつ)て吉 (きつ)とす但 (たゞ)し少 (すこ)し張 (はり)備 (そなへ)たるは住 (ぢう)者 (しや)無 (ふ)難 (なん)にして
微 (すこし)き吉 (きつ)相 (さう)とするの理 (り)あり𠰥 (もし)地 (ち)面 (めん)建 (だて)物 (もの)の中 (うち)一 (いつ)箇 (か)にて強 (つよ)く張 (はり)
満 (みつ)る欤 (か)亦 (また)は少 (すこ)しにても右 (みき)図 (づ)の如 (ごと)く地 (ち)宅 (たく)ともに張 (はり)出 (いづ)るもの
は大 (おほい)に凶 (あし)し必 (かならす)口 (く)舌 (せつ)女 (じよ)難 (なん)を主 (つかさ)どり凡 (すべ)て妻 (さい)妾 (せう)少 (せう)女 (じよ)に就 (つい)て災 (さい)害 (がい)
あり又 (また)家 (か)業 (げふ)衰 (すい)微 (び)におよふ事 (こと)必 (ひつ)せり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]西 (にし)の方 (かた)欠 (かけ)入 (いり)たるは大 (おほい)に凶 (あし)し是 (これ)百 (ひやく)物 (ぶづ)收 (しう)納 (のう)の德 (とく)を具 (ぐし)たる所 (ところ)の
地 (ち)位 (い)なれば欠 (かけ)込 (こみ)たる備 (そなへ)あるは諸 (しよ)事 (じ)妨 (さまたけ)ありて成 (しやう)就 (しゆ)する事 (こと)な
く住 (ぢう)者 (しや)病 (びやう)難 (なん)貧 (ひん)困 (こん)に窮 (くるしむ)なり
　　　　　南 (なん)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)

　　　　　　并南欠 (みなみかけ)の凶相 (けうさう)を避 (さけ)る備 (そなへ)格 (かた)の図說 (づせつ)
離宫 (りきう)は陽 (やう)火 (くは)の至極 (しごく)たり是 (これ)を太陽 (たいやう)といふ太陽 (たいやう)は内 (うち)清 (せい)隂 (いん)を含 (ふくみ)
て以 (もつ)て万 (はん)物 (ふつ)を潤 (じゆん)育 (いく)し外 (そと)極 (ごく)陽 (やう)を主 (しゆ)として以 (もつ)て万 (ばん)物 (ふつ)を盛 (せい)生 (せい)す
繁 (はん)茂 (も)堅 (けん)實 (じつ)の德 (とく)ある地 (ち)位 (い)にして盛 (せい)大 (たい)の氣 (き)を専 (もつぱら)とする故 (ゆへ)張 (はり)出 (いで)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]たる備 (そなへ)を吉 (きつ)とす凡 (およそ)此 (この)地 (ち)の備 (そなへ)かたは大 (たい)概 (がい)西 (にし)欠 (かけ)張 (はり)の說 (せつ)に等 (ひと)し
く唯 (たヾ)少 (すこ)しく張 (はり)出 (いで)たるは禎 (てい)祥 (しやう)盛 (さかん)にして富 (ふう)貴 (き)繁 (はん)榮 (ゑい)し子 (し)孫 (そん)延 (ゑん)昌 (せう)
を得 (ゑ)て數 (す)代 (たい)連 (れん)綿 (めん)長 (ちやう)盛 (せい)を主 (つかさ)どるの大 (たい)吉 (きつ)相 (さう)とす𠰥 (もし)強 (つよ)く張 (はり)満 (みつ)る
ときは却 (かへつ)て凶 (けう)相 (さう)となり種 (しゅ)々 (〱)災 (さい)害 (がい)有 (あり)と知るべし
南 (みなみ)の方 (かた)欠 (かけ)入 (いり)たる備 (そなへ)は大 (おふい)に凶 (あし)し是 (これ)陽 (やう)氣 (き)至 (し)極 (ごく)の地 (ち)位 (い)を欠 (かけ)失 (うしな)ふ
の凶 (けう)相 (さう)にて産 (さん)業 (げう)衰 (すい)微 (び)し家 (か)運 (うん)次 (し)第 (だい)に傾 (けひ)廢 (はひ)する事 (こと)を主 (つかさ)どるな

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]り但 (ただ)し少 (すこ)しの欠 (かけ)込 (こみ)ならば左 (さ)の図 (づ)の如 (ごと)く其 (その)欠 (かけ)込 (こむ)所 (ところ)へ建 (たて)物 (もの)を
建 (たて)誥 (つめ)空 (くう)地 (ち)なき搆 (かまへ)
をすればいさゝ地 (ち) 形 (けふ) 離 (り) 欠 (かけ) 防 (ほう) 凶 (ふせぐ) 図 (づ)

か其 (その)凶 (けう)を防 (ふせく)の理 (り)
有 (あり)とす











　　　　　北 (ほつ)方 (はう)張 (はり)欠 (かけ)の地 (ち)宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
　　　　　并建 (たち)家 (け)の搆 (かまへ)所 (ところ)に因 (より)て地 (ち)形 (げう)の吉 (きつ)凶 (けう)變 (へん)動 (どう)有 (ある)図 (づ)説 (せつ)
坎 (かん)宫 (きう)は隂 (いん)氕 (き)極 (きはま)里一 (いち)陽 (やう)来 (らい)復 (ふく)するの候 (とき)に當 (あた)里順 (しゆん)柔 (にう)にして内 (うち)に
健 (けん)強 (かう)を含 (かん)蓄 (ちく)す最 (もつと)も尊 (そん)貴 (き)の地 (ち)位 (い)たり是 (これ)陽 (よう)氣 (き)発 (はつ)動 (どう)の兆 (きさし)を専 (もつはら)と
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]する所ゆへ張 (はり)出 (いで)備 (そなへ)たるを吉 (きつ)とす必 (かなら)ず貴 (き)人 (にん)の寵 (ちやう)愛 (あい)を䝉 (こふむ)里家 (か)
祿 (ろく)増 (さう)進 (しん)し世 (よ)々 (ヽ)貴 (き)子 (し)を生 (せう)じ職 (しよく)業 (けふ)益 (ます〱)発 (はつ)達 (たつ)す幸 (こう)福 (ふく)量 (はかり)なきの大 (たい)𠮷 (きつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]相 (さう)なり然 (しかる)に左 (さ)の図 (づ)の如 (ごと)く建 (たて)物 (もの)西 (にし)に傍 (よせ)て搆 (かまへ)あるときは即 (すなはち)北 (ほ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]方 (はう)張 (はり)出 (いで)の地 (ち)形 (けふ)右 (みき)建 (たて)物 (もの)よりは艮 (ごん)張 (はり)の位 (くらい)に變 (へん)動 (とう)して凶 (けう)相 (さう)を兼 (かね)　
備 (そな)へ地 (ち)形 (げふ)坎 (かん)張 (はり)の德 (とく)空 (むなし)くして利 (り)吉 (きつ)を失 (うしな)ふの理 (り)あるなり是 (これ)八 (はつ)
宫 (きう)に通 (つう)じて欠 (かけ)張 (はり)の判 (はん)斷 (だん)すべて此 (この)例 (れい)を推 (おし)考 (かんが)へ偏 (ひとえ)に地 (ち)形 (げふ)のみ

にて論 (ろん)すべからず彼 (かれ)是 (これ)照 (しやう)察 (さつ)し建 (たて)物 (もの)地 (ち)面 (めん)两 (りやう)中 (ちう)央 (おう)より見 (み)て必 (ひつ)
然 (せん)の理 (り)を定 (さたむ)べし
是 (これ)張 (はり)欠 (かけ)の吉 (きつ)凶 (けう)を
鑒 (かんがみ)る最 (さい)要 (やう)の口 (く)訣 (けつ)
たり
北 (きた)の方 (かた)欠 (かけ)入 (いり)たる
備 (そなへ)は大 (おふい)に凶 (あし)し北 (ほつ)
方 (ほう)は水 (みつ)に屬 (しよく)し冬 (ふゆ)図 (づ) 動 (どう) 変 (へん) 形 (けふ) 地 (ち) 張 (はり) 坎 (かん)

に應 (おう)ず隂地也 (いんちなり)と
雖 (いへど)も其 (その)象 (かたち)隂 (いん)陽 (やう)中 (ちう)


に主 (しゆ)たり是 (こゝ)をもつて井 (い)水 (すい)の冬 (ふゆ)温 (あたゝか)なる知 (しる)べし又 (また)既 (すで)に冬 (とう)至 (じ)の
刻 (とき)に至 (いたつ)ては一 (いち)陽 (やう)発 (はつ)生 (せう)の氣 (き)茲 (こゝ)に始 (はじま)里且 (かつ)太 (たい)陽 (やう)臨 (りん)度 (ど)の初 (しよ)宫 (きう)南 (なん)面 (めん)
主 (しゆ)座 (ざ)の尊 (そん)地 (ち)とする故 (ゆへ)假令 (たとへ)少 (すこ)しなりとも欠 (かけ)失 (うしな)ふときは必 (かなら)ず
産 (さん)業 (けう)衰 (すい)微 (ひ)を主 (つかさ)どり宅 (たく)主 (しゆ)の威 (い)德 (とく)を滅 (めつ)し家 (か)僕 (ぼく)に不 (ふ)忠 (ちう)の者 (もの)あり
或 (あるい)は田 (てん)園 (ゑん)に離 (はな)れ貨 (くは)財 (ざい)を損 (そん)じ其 (その)餘 (よ)種 (しゆ)々 (〱)の災 (さい)害 (かい)踵 (きひす)をつぐ決 (けつ)し
て欠 (かけ)失 (うしなふ)べからす
　　　　　坤 (こん)艮 (ごん)二 (に)宫 (きう)とも欠 (かけ)込 (こみ)たる地 (ち)宅 (たく)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/juki-ad8b@11.50px.png]夫 (それ)艮 (こん)宫 (きう)は終 (しう)隂 (いん)発 (はつ)陽 (やう)の兼 (けん)地 (ち)たり又 (また)艮 (こん)宫 (きう)は百 (ひやく)物 (ぶつ)聚 (しう)會 (くはひ)の方 (はう)位 (い)と
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]す倶 (とも)に元 (もと)より欠 (かけ)入 (いる)を禁 (いむ)所 (ところ)なり然 (しかる)に坤 (こん)艮 (ごん)二 (に)方 (ほう)とも欠 (かけ)入 (いる)とき
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2b755-j@1.50px.png]は亦 (また)乾 (けん)巽 (そん)へ連 (つらな)里満 (み)ちおのつから戌 (いぬ)亥 (ゐ)辰 (たつ)巳 (み)へ張 (はり)出 (いて)て四 (し)隅 (ぐう)と

も法 (ほう)則 (そく)に背 (そむ)け理 (り)逆 (きずく)の地 (ち)形 (けふ)となる其 (その)凶 (けふ)勝 (あげ)て數 (かぞ)ふべからず假 (たと)
令 (へ)茲 (い)今 (ま)住者 (ぢうしや)家僕 (かぼく)許多 (あまた)ありて無双 (ふさう)の繁 (はん)榮 (ゑい)を得 (うる)とも唯 (たゞ)一時 (いちじ)の
榮 (さかへ)にして恰 (あたか)も不 (ふ)義 (ぎ)の富 (ふう)貴 (き)の如 (ごと)く次 (し)第 (だい)衰 (すい)微 (び)におよぶ事 (こと)朝 (あさ)日 (ひ)
に霜 (しも)の解 (とくる)が如 (ごと)し其 (その)理 (り)先 (まづ)艮 (ごん)欠 (かけ)祟 (しう)咎 (きう)の為 (ため)に宅 (たく)主 (しゆ)家 (か)嫡 (ちやく)および都 (すへ)
て男 (だん)子 (し)の短 (たん)命 (めい)を主 (つかさ)どり又 (また)坤 (こん)欠 (かけ)殺 (さつ)氣 (き)の為 (ため)には婦 (ふ)人 (じん)疾 (しつ)病 (へい)廢 (はい)人 (しん)
となりて世 (よ)嗣 (つぎ)の出 (しゅっ)生 (せう)を妨 (さまたけ)血 (けち)脈 (みやく)を絶 (たち)家 (か)名 (めい)断 (だん)絶 (ぜつ)におよぶ其 (その)應 (をう)
最 (さい)明 (めい)なり或 (あるい)は𠰥 (もし)数 (す)年 (ねん)連 (れん)綿 (めん)すとも必 (かなら)ず代々 (だい〱)養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (そく)にして
家 (いへ)に家 (か)僕 (み)たる人 (ひと)乏 (とほ)しく従 (じう)者 (しや)専 (もつは)ら家 (か)事 (じ)を主 (つかさ)とり終 (つい)に他 (た)人 (にん)の
有 (う)となりて幽 (かすか)に家 (か)名 (めい)を遺 (のこ)すに至 (いた)る祟 (しう)殺 (さつ)甚 (はなはだし)きは家 (か)跡 (せき)断 (たん)絶 (ぜつ)し宅 (たく)
舎 (しや)破 (は)廢 (はい)して敷 (しき)地 (ち)忽 (たちま)ち郊 (かう)野 (や)田 (てん)畠 (ばた)となるもあり實 (じつ)に恐 (おそる)へきの

大 (だい)凶 (けう)相 (さう)なり
　　　　　治 (ち)水 (すひ)の出 (で)入 (いり)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
雨 (う)水 (すい)井 (い)水 (すい)遣 (つかひ)水 (みつ)等 (とう)坤 (こん)艮 (ごん)の二 (に)方 (はう)へ流 (ながれ)出 (いづ)るは大 (おふい)に凶 (あし)し坎 (かん)離 (り)のな
かれ出 (いつ)るも次 (つい)で凶 (けう)とす必 (かならす)衰 (すい)微 (ひ)を招 (まね)き種々 (しゅ〱)災 (さい)害 (がい)ありて難 (なん)病 (びやう)
を発 (はつ)し子 (し)孫 (そん)を絶 (たや)し養 (やう)子 (し)を主 (つかさ)どる等 (とう)の相 (さう)なり其 (その)餘 (よ)乾 (いぬい)巽 (たつみ)震 (ひかし)兑 (にし)
へ出 (いづる)は妨 (さまたげ)なし或 (あるい)は他 (た)の流 (りう)水 (すい)を住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)へ取 (とり)込 (こむ)にも乾 (いぬい)巽 (たつみ)震 (ひかし)兑 (にし)
より流 (ながれ)入 (いる)は吉 (きつ)とす産 (さん)業 (けふ)繁 (はん)榮 (ゑい)を主 (つかさ)どり子 (し)孫 (そん)生 (せい)育 (いく)の德厚し唯 (たヾ)
坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の二 (に)方 (はう)より入 (いる)は凶 (あし)く坎 (きた)離 (みなみ)の二 (に)宫 (きう)より入 (いる)も亦 (また)同 (おなし)く凶 (けう)あ
り
　　　　　門 (もん)戸 (こ)入 (いり)口 (くち)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)

三 (さん)才 (さい)發 (はつ)秘 (ひ)に曰 (いはく)門 (もん)は戸 (と)口 (くち)たり一 (いつ)宅 (たく)最 (さい)主 (しゆ)の所 (ところ)なりと夫 (それ)門 (もん)戸 (こ)入 (いり)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]口 (くち)は宅 (たく)氕 (き)開 (かい)通 (つう)の要 (やう)所 (しよ)にして假令 (たとへ)は港 (こう)口 (く)切 (せつ)所 (しよ)のごとく此 (この)所 (ところ)
に由 (よら)ずんば日 (にち)夜 (や)往 (わう)反 (へん)して世 (せ)用 (やう)を達 (たつ)する事 (こと)難 (かた)し尤 (もつとも)盛 (せい)衰 (すい)の關 (あずか)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]る所 (ところ)なれば必 (かなら)す吉 (きつ)所 (しよ)を撰 (ゑらむ)べき事 (こと)なり凡 (およそ)門 (かと)口 (くち)乾 (いぬゐ)巽 (たつみ)に搆 (かま)ゆれ
は富 (ふう)貴 (き)幸 (かう)福 (ふく)を主 (つかさ)どり職 (しよく)業 (げふ)発 (はつ)達 (たつ)して餘 (よ)栄 (ゑい)子 (し)孫 (そん)におよぶなり
震 (ひかし)離 (みなみ)の門 (もん)は次 (つい)て吉 (きつ)とす坎 (きた)兑 (にし)の二 (に)宫 (きう)に门 (もん)を𫔭 (ひらけ)は是 (これ)大 (おふい)に凶 (あし)し
然 (しかれ)ども其 (その)正 (せい)當 (たう)を除 (のぞ)き壬 (みづのへ)癸 (みづのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)の位 (くらい)にあれば妨 (さまたけ)なし但 (たゞ)し坤 (ひつじ)
艮 (さるうしとら)の门 (もん)口 (くち)を大 (たい)凶 (けう)とす必 (かなら)ず衰 (すい)微 (び)病 (ひやう)災 (ざい)を主 (つかさ)どり産 (さん)業 (げふ)傾 (けい)廃 (はい)にお
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]よび子 (し)孫 (そん)長 (ちやう)久 (きう)し難 (かた)きなり或 (あるい)は右 (みぎ)门 (もん)戸 (こ)假令 (たとへ)吉 (きつ)所 (しよ)に備 (そなへ)あると
も门 (もん)口 (くち)の寸 (すん)尺 (しやく)凶 (あ)しきときは又 (また)凶 (けふ)相 (さう)となるなり委 (くはし)く下 (しも)に述 (のぶる)

を見べし
　　　　　中 (なか)庭 (には)落 (おち)庭 (には)在 (あり)所 (どころ)の要 (やう)訣 (けつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]天 (てん)井 (せい)とは世 (せ)俗 (ぞく)にいふ中 (なか)庭 (には)落 (おち)庭 (には)の事 (こと)なり此 (この)所 (ところ)に樹 (じゆ)木 (もく)水 (みづ)溜 (たま)里
湿 (しつ)氕 (け)の類 (たぐひ)を設 (もふく)る事 (こと)大 (おふい)に凶 (あし)し宅 (たく)經 (けう)に曰 (いはく)廳 (てふ)前 (ぜん)の天 (てん)井 (せい)水 (みづ)を停 (とめ)て
出 (いで)ざれは病 (ひやう)患 (くはん)を主 (つかさ)どる又 (また)曰 (いは)く天 (てん)井 (せい)木 (き)を栽 (うゆれ)は大 (だい)凶 (けう)なりと凡 (すべ)
て中 (なか)庭 (には)落 (おち)庭 (には)に井 (い)を掘 (ほり)泉 (せん)水 (すい)を貯 (たくはへ)厠 (かはや)を搆 (かま)へ樹 (じゆ)木 (もく)を栽 (うゆ)る抔 (なそ)甚 (はなはだ)凶 (あし)
し𠰥 (もし)止 (やむ)事 (こと)を得 (え)ざれは坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)および東 (とう)西 (ざい)南 (なん)北 (ぼく)の正 (せう)當 (とう)に當 (あたら)ざる
搆 (かまへ)をすれば妨 (さまたげ)なし但 (たゞ)乾 (いぬい)巽 (たつみ)の二 (に)方 (はう)にあるは吉 (きつ)の部 (ぶ)なり
　　　　　玄 (けん)關 (くはん)搆 (かまへ)所 (どころ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]玄 (けん)關 (くはん)は居 (きよ)所 (しよ)の序 (ぢよ)门 (もん)なり朝 (ちやう)に有 (あつ)ては廳 (てい)に類 (るい)す廳 (てい)は政 (まん)所 (どころ)にし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]て天 (てん)下 (か)國 (こく)家 (か)の政 (せい)事 (じ)を脩 (しや)する尊 (そん)所 (しよ)たり玄 (けん)關 (くはん)は賔 (ひん)客 (かく)出 (しゆつ)入 (にふ)の門 (もん)
關 (くはん)なり此 (この)搆 (かまへ)表 (おもて)门 (もん)の正 (せう)當 (たう)にあるは凶 (あし)し或 (あるい)は左 (ひだ)里或 (あるい)は右 (みぎ)へ傍 (よせ)
て備 (そなへる)を吉 (きつ)とす又 (また)商 (せう)家 (か)に於 (おい)て玄関に類する所 (ところ)は先 (まづ)店 (みせ)の间 (ま)
なり是 (これ)諸 (しよ)客 (かく)出 (しゆつ)入 (にう)の関 (くはん)とす凡 (すべ)て玄 (げん)関 (くはん)店 (みせ)の间 (ま)等 (とう)艮 (うしとら)および坤 (ひつじさる)を
受 (うけ)る搆 (かま)へ凶 (あし)し此 (この)二 (に)方 (はう)は隂 (いん)氕 (き)を主 (つかさど)る所 (ところ)ゆへ衰 (すい)微 (び)を招 (まねき)て爵 (しやく)祿 (ろく)
増 (ざう)進 (しん)の德 (とく)を失 (うしな)ひ業 (げふ)体 (てい)発 (はつ)達 (たつ)し難 (がたき)等 (とう)の難 (なん)相 (さう)とす乾 (いぬい)或 (あるい)は巽 (たつみ)を受 (うけ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]る搆 (かまへ)は大 (だい)𠮷 (きつ)相 (さう)なり威 (い)權 (けん)備 (そな)はり家 (か)名 (めい)遠 (ゑん)所 (しよ)に達 (たち)し子 (し)孫 (そん)長 (ちやう)久 (きう)た
り東 (ひかし)および南 (みなみ)を受 (うけ)るも乾 (いぬい)巽 (たつみ)の吉 (きつ)と同 (おな)し北 (きた)或 (あるい)は西 (にし)を請 (うけ)るも
次 (つい)で吉 (きつ)なり
　　　　　竈 (かまど)の座 (ざ)向 (こう)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)

秘 (ひ)笈 (きう)通 (つう)所 (しょ)に曰 (いはく)竈 (かまと)は五 (ご)祀 (し)の首 (しゆ)禍 (くは)福 (ふく)の主 (しゆ)とすと是 (これ)實 (じつ)に人 (じん)家 (か)日 (にち)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]用 (やう)第 (たい)一 (いち)の要 (やう)所 (しよ)なり其 (その)搆 (かまへ)所 (ところ)坤 (こん)艮 (こん)の地 (ち)および中 (ちう)央 (わう)の塲 (ば)所 (しよ)に搆 (かまへ)
置 (をく)事 (こと)大 (おふい)に凶 (あしき)なり乾 (いぬい)巽 (たつみ)及 (およ)び四 (し)方 (はう)の正 (せい)當 (たう)を除 (のぞ)きて搆 (かまへ)置 (おく)べし是 (これ)
及 (すなわち)吉 (きつ)相 (さう)なり又 (また)火 (ひ)口 (くち)は兑 (にし)と乾 (いぬゐ)とに向 (むかふ)は散 (さん)財 (ざい)を主 (つかさ)どる坤 (こん)艮 (ごん)に
向 (むかふ)たるは種 (しゆ)〱 (〱)災 (わさ)害 (はひ)多 (おほ)く疾 (しつ)病 (へい)の患 (うれい)あり離 (はなれ)に向 (むかふ)は争 (そう)論 (ろん)を主 (つかさ)ど
る坎 (きた)に向 (むかふ)も病 (べう)災 (ざい)を主 (つかさ)どる共 (とも)に皆 (みな)凶 (あし)し唯 (ただ)震 (ひがし)巽 (たつみ)を以 (もつ)て吉 (きつ)とす
先 (まづ)震 (ひかし)向 (むけ)は福 (ふく)禄 (ろく)發 (ばつ)生 (せう)の良 (りやう)相 (さう)とし巽 (たつみ)に向 (むかふ)は家 (か)業 (げふ)繁 (はん)昌 (ぜう)して子 (し)孫 (そん)
無 (ぶ)事 (じ)を主 (つかさ)どるの吉 (きつ)相 (さう)とす但 (たゞ)し此 (この)吉 (きつ)凶 (けう)向 (かう)方 (はう)に拘 (かゝ)はらず凡 (すべ)て
竈 (かまど)の火 (ひ)口 (くち)焚 (たき)火 (ひ)の往 (わう)来 (らい)门 (もん)外 (くはひ)より見 (み)ゆるは大 (おふい)に凶 (あし)し又 (また)火 (ひ)口 (くち)の
貟 (かす)は三五七等 (とう)の数 (かず)續 (つゞ)きたる備 (そなへ)は吉 (きつ)とす一二六九の数 (かず)大 (だい)凶 (けう)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]とす盖 (けだし)八 (はつ)宅 (たく)法 (ほう)によれは宅 (たく)主 (しゆ)の本 (ほん)命 (めい)に隨 (したが)ひ火 (ひ)口 (ぐち)搆 (かまへ)所 (ところ)種 (しゅ)々 (〱)吉 (きつ)
凶 (けう)を異 (こと)にす是 (これ)救 (きう)貧 (ひん)竈 (さう)卦 (くは)の傳 (でん)にして納 (なう)甲 (かう)を用 (もち)ゆるときは凶 (けう)
を防 (ふせぐ)ことあるの說 (せつ)なり納 (なふ)甲 (かう)を用 (もち)ゆるとは宅 (たく)命 (めい)の吉 (きつ)凶 (けう)を撰 (ゑらむ)
事 (こと)して其 (その)説 (せつ)頗 (すこぶ)る繁 (しげき)が故 (ゆへ)𫝆 (いま)茲 (こゝ)に録 (しる)さす委 (くはしく)は予 (よ)か著 (あらは)す八 (はつ)宅 (たく)明 (めい)
鏡 (けう)図 (づ)解 (かい)にあり
　　　　　井 (い)戸 (ど)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
井 (い)の宅 (たく)相 (さう)に於 (おけ)る水 (すい)火 (くは)隂 (いん)陽 (やう)の本 (ほん)元 (げん)にして流 (りう)水 (すい)の一 (いつ)端 (たん)とす夫 (それ)
水 (みづ)は北 (ほく)方 (はう)坎 (かん)卦 (くは)の象 (かたち)隂 (いん)中 (ちう)に陽 (やう)を含 (がん)蓄 (ちく)す是 (これ)則 (すなはち)万 (はん)化 (くは)の源 (みなもと)運 (うん)氕 (き)の
始 (はじめ)とす易 (ゑき)に曰 (いはく)清 (すめる)は外 (のぼり)て天 (てん)となり濁 (にごる)は䧏 (くたり)て地 (ち)となると地 (ち)は
濁 (だく)水 (すい)の凝 (これる)もの故 (ゆへ)山 (さん)岡 (かう)の形 (かたち)波 (は)濤 (とう)の勢 (いきほひ)をなすといへり盖 (けだし)山 (さん)岡 (かう)

は地 (ち)なり土 (つち)なり水 (すい)土 (ど)一 (いつ)体 (たい)の故 (ゆへ)を以 (もつ)て地 (ち)理 (り)の吉 (きつ)凶 (けう)流 (りう)水 (すひ)を最 (さい)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]要 (やう)とすもつて井 (ゐ)の搆 (かまへ)所 (ところ)大 (たい)切 (せつ)なるを知 (しる)べし宅 (たく)經 (けう)に井 (い)竈 (さう)邊 (へん)に
在 (ある)は虚 (きよ)耗 (もう)年 (ねん)々 (〱)といへ里凡 (およそ)そ井 (い)戸 (ど)竈 (かまど)に隣 (となり)て備 (そなへ)置 (おく)こと最 (もつと)も忌 (いむ)べ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]きなり又 (また)其 (その)搆 (かまへ)所 (ところ)は東 (とう)西 (ざい)南 (なん)北 (ほく)ともに其 (その)正 (せう)當 (たう)にある事 (こと)を忌 (いむ)就 (なかん)
中 (づく)南 (みなみ)の正 (しよう)當 (たう)に井 (い)水 (すい)あれば家 (か)内 (ない)に盲 (もう)聾 (りよう)躄 (へき)者 (しや)あるかいづれ難 (なん)
病 (べう)を発 (はつ)する事 (こと)を主 (つかさ)どるなり又 (また)丑 (うし)寅 (とら)未 (ひつじ)申 (さる)の方 (かた)に搆 (かまへ)たる産 (さん)業 (げふ)
衰 (すい)微 (び)を主 (つかさ)どり世 (よ)嗣 (つぎ)出 (しゆつ)生 (せう)なく或 (あるい)は短 (たん)命 (めい)にし代 (だい)々 (〱)養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)の
家 (いへ)となるの相 (さう)とす唯 (たゞ)其 (その)吉 (きつ)なるは乃 (すなはち)𫝕 (たつ)已 (み)戌 (いぬ)亥 (い)の方 (かた)なり是 (これ)住 (ぢう)
人 (にん)福 (ふく)禄 (ろく)多 (おう)く家 (か)業 (げふ)の繁 (はん)昌 (しやう)子 (し)孫 (そん)に至 (いた)る又 (また)甲 (きのへ)乙 (きのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)の四 (よ)山 (さん)も亦 (また)
吉 (きつ)なり次 (つい)で壬 (みつのへ)癸 (みつのと)の位 (くらい)にあるも難 (なん)なしとす
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　厠 (かはや)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]厠 (かはや)は臭 (しう)穢 (ゑ)を止 (とむ)る所 (ところつ)ゆへ貴 (き)所 (しよ)隂 (いん)地 (ち)に搆 (かまへ)置 (おく)べからずして又 (また)殊 (こと)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]に祟 (しう)害 (がい)なき地 (ち)を撰 (ゑらみ)て搆 (かまへ)所 (ところ)坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)の二 (に)方 (はう)にあるは家 (か)業 (げふ)に妨 (はう)事 (し)
繁 (しげ)く或 (あるい)は病 (べう)災 (ざい)を發 (はつ)し子 (し)孫 (そん)を絶 (たや)し養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)の家 (いへ)となる又 (また)東 (とう)
西 (ざい)南 (なん)北 (ぼく)の正 (せい)當 (たう)に搆 (かまへ)るも大 (だい)凶 (けう)とす又 (また)乾 (いぬい)巽 (たつみ)は𫝕 (たつ)戌 (いぬ)の方 (かた)を除 (のぞき)て
已 (み)亥 (い)の塲 (ば)所 (しよ)に搆 (かまへ)へ四 (し)方 (ほう)は正 (せう)當 (たう)を除 (のぞき)八 (はつ)千 (かん)の位 (くらい)にあるを妨 (さまたげ)な
しとす
因 (ちなみ)に曰 (いはく)或 (ある)人 (ひと)長 (ちやう)病 (びやく)を患 (うれ)ひ鍼 (しん)灸 (きう)藥 (やく)餌 (ゑ)種 (しゆ)々 (〱)醫 (い)療 (りやう)を施 (ほどこす)と雖 (いへど)も曽 (かつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]て験 (しるし)なしといふ予 (よ)が曰 (いはく)其 (それ)所 (しよ)勞 (ろう)は是 (これ)五 (ご)臟 (ぞう)の傷 (せう)損 (そん)より生 (せう)する
なるべし然 (しかれ)は鍼 (しん)薬 (やく)の験 (しるし)ならんは叶 (かなは)ざるに猶 (なほ)其 (その)効 (こう)験 (けん)を得 (ゑ)ざ

るは全 (まつた)く家 (か)相 (さう)の祟 (しう)害 (がい)に必 (ひつ)せりと其 (その)年 (とし)齡 (かず)を问 (とふ)に中 (ちう)元 (げん)庚 (かのへ)申 (さる)
年 (とし)の生 (うまれ)にて二 (じ)黒 (こく)土 (ど)命 (めい)の人 (ひと)なり是 (これ)生 (うまれ)年 (とし)の申 (さる)は坤 (こん)を本 (ほん)宫 (きう)と
し二 (じ)黒 (こく)亦 (また)坤 (こん)を本 (ほん)宫 (きう)とす故 (ゆへ)に坤 (こん)は足 (そく)下 (か)の為 (ため)兩 (りやう)本 (ほん)宫 (きう)たり恐 (おそ)
らくは坤 (こん)方 (はう)に不 (ふ)浄 (ぜう)の搆 (かまへ)あるべしと断 (たん)す客 (かく)驚 (おどろい)て曰 (いはく)我 (わか)宅 (たく)𫝕 (たつ)
已 (み)勝 (かつ)手 (て)なれども厠 (かはや)は坤 (ひづしさる)に有 (あり)と予 (よ)が曰 (いはく)足 (そく)下 (か)の病 (べう)根 (こん)是 (これ)其 (その)厠 (かはや)
の祟 (たゝり)に必 (ひつ)せり宜 (よろし)く早 (はや)く轉 (てん)すべしと乃 (すなはち)方 (はう)位 (い)を撰 (ゑらみ)て厠 (かはや)を𫝕 (たつ)
已 (み)の方 (かた)へ替 (かへ)さしむ果 (はた)し (し)て (て)長 (ちやう)病 (びやう)平 (へい)愈 (ゆ)せり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　神 (かみ)棚 (たな)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
凡 (およそ)神 (かみ)棚 (たな)を人 (じん)家 (か)の内 (うち)に設 (まふけ)置 (をく)事 (こと)其 (その)實 (じつ)は神 (しん)霊 (れい)を瀆 (けが)すの憚 (はばか)あり唯 (たゞ)
朝 (てう)暮 (ぼ)其 (その)方 (はう)に向 (むか)ひ遥 (はるか)に拜 (はい)して安 (あん)全 (せん)守 (しゆ)護 (ご)を祈 (いの)里尊 (たつと)ひ信 (しんじ)て可 (か)な

り然 (しから)ども世 (よ)に習 (ならふ)て已 (やむ)ことを得 (ゑ)ざれば间 (ま)数 (かず)ある家 (いへ)は別 (べつ)に神 (しん)
間 (ま)を設 (もふく)べきなり𠰥 (もし)小 (せう)宅 (たく)にて別 (べつ)間 (ま)に祭 (さい)祀 (き)し難 (かたき)は唯 (たゞ)中 (ちう)央 (わう)およ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]び坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の塲 (ば)所 (しよ)を除 (のぞき)髙 (たか)き所 (ところ)に清 (せう)浄 (〱)を抽 (ぬきん)で鎮 (ちん)祭 (さい)すべきなり凡 (およそ)
祭 (さい)𣞀 (たん)は南 (みなみ)向 (むき)を以 (もつ)て最 (さい)吉 (きつ)とす東 (ひかし)向 (むき)北 (きた)向 (むき)は是 (これ)に次 (か)く西 (にし)向 (むき)𫝕 (たつ)巳 (み)
向 (むき)も次 (つい)で可 (か)なり其 (その)餘 (よ)はすべて宜 (よろ)しからず就中 (なかんづく)丑 (うし)寅 (とら)未 (ひつじ)申 (さる)に
向 (むか)ひ鎮 (ちん)座 (ざ)祭 (さい)𣞀 (だん)を設 (まふくる)ときは神 (しん)德 (とく)至 (いた)らずして祟 (しう)咎 (きう)あり是 (これ)隂 (いん)中 (ちう)
に觸 (ふれ)あるか故なり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　佛 (ぶつ)𣞀 (たん)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けふ)の辨 (べん)
佛 (ふつ)𣞀 (だん)は先 (せん)祖 (ぞ)の霊 (れい)牌 (ひ)を安 (あん)置 (ち)して香 (かう)花 (くは)を執 (とり)供 (く)養 (やう)して朝 (てう)夕 (せき)に恭 (けう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]敬 (げう)拜 (はい)礼 (れい)し先 (せん)人 (じん)孝 (かう)妣 (ひ)に奉 (はう)仕 (し)する所 (ところ)にして是 (これ)亦 (また)人 (じん)家 (か)に於 (おい)て最 (もつと)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]も重 (おもん)じ不 (ふ)潔 (けつ)を避 (さく)る事 (こと)を要 (やう)とす其 (それ)搆 (かまへ)所 (ところ)は戌 (いぬ)亥 (い)𫝕 (たつ)巳 (み)を吉 (きつ)とす
是 (これ)家 (か)業 (げう)繁 (はん)昌 (ぜう)子 (し)孫 (そん)永 (ゑい)久 (きう)を主 (つかさ)どる唯 (たゞ)坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の二 (に)方 (はう)にあるを忌 (いむ)子 (し)
孫 (そん)に祟 (しう)害 (がい)多 (おふ)し其 (その)餘 (よ)方 (はう)は妨 (さまたけ)なし但 (たゞ)し向 (かう)方 (はう)は東 (ひがし)に向 (むか)ふを大 (だい)吉 (きつ)
とす家 (か)人 (じん)和 (くは)して発 (はつ)達 (だつ)の氕 (き)を得 (うる)なり西 (にし)に向 (むか)ふも吉 (きつ)事 (じ)多 (おほ)し北 (きた)
向 (むき)南 (みなみ)向 (むき)は凶 (けう)たり但 (た〱)し搆 (かまへ)により亦 (また)妨 (さまたけ)なき理 (り)もありと知 (しる)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　天 (てん)窻 (まど)明 (あけ)所 (ところ)吉凶 (きつけう)の辨 (べん)
天窻 (てんまど)は陽明 (やうめい)を受 (うけ)ん為 (ため)にてほど能搆 (よくかまへ)たるは住人 (ぢうにん)発達 (はつだつ)を主 (つかさ)ど
る𠰥 (もし)居宅 (きよたく)に應 (おう)ぜざる大造 (たいざう)なる天窻 (てんまど)は却 (かへつ)て陽氕 (やうき)をさかんに
過 (すごし)て横難 (わうなん)を発 (はつ)す宅 (たく)經 (けう)に陽 (やう)明 (めい)なれば魂 (こん)を傷 (そこな)ふといへるも宅 (たく)
中 (ちう)陽 (やう)氕 (き)強 (がう)盛 (せい)なれば必 (かなら)す眼 (かん)疾 (しつ)頭 (づ)痛 (つう)等 (とう)の病 (べう)症 (せう)を発 (はつ)し遂 (つい)に元 (けん)氕 (き)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を傷 (そこなふ)ものなり凡 (およそ)搆 (かまへ)所 (ところ)は東 (ひがし)𫝕 (たつ)已 (み)南 (みなみ)戌 (いぬ)亥 (ゐ)等 (とう)を吉 (きつ)とす西 (にし)および
北 (きた)は是 (これ)に次 (つぐ)唯 (たヾ)未 (ひつじ)申 (さる)丑 (うし)寅 (とら)の二 (に)方 (はう)に明 (あける)を大 (だい)凶 (けう)とす坤 (こん)艮 (ごん)隂 (いん)氕 (き)の
為 (ため)に陽 (やう)明 (めい)を破 (やぶ)り住 (ちう)者 (しや)に病 (べう)患 (くはん)ある事 (こと)を主 (つかさ)どるなり其 (その)餘 (よ)建 (たち)家 (け)の
中 (ちう)央 (わう)或 (あるい)は棟 (むね)近 (ちか)く又 (また)井 (いど)竈 (かまど)の上 (うへ)抔 (など)に天 (てん)窻 (まど)あるを忌 (いむ)の說 (せつ)あり委 (くはし)
く下 (しも)に述 (の)ぶ照 (しやう)覧 (らん)すべし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　浴 (よく)室 (しつ)搆 (かまへ)所 (ところ)の要訣
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]浴 (よく)室 (しつ)は膩 (じ)垢 (く)臭 (しう)穢 (ゑ)を洗 (せん)浴 (よく)する故 (ゆへ)最 (もつと)も不 (ふ)浄 (ぜう)の所 (ところ)とす且 (かつ)常 (つね)に濁 (だく)
湿 (しつ)の氕 (き)を止 (と〱)むるを以 (もつ)て坤 (こん)艮 (ごん)の隂 (いん)位 (い)に搆 (かまへ)ある事 (こと)別 (べつし)て凶 (けう)なり
種 (しゅ)々 (〱)災 (さい)害 (がい)ありて家 (か)運 (うん)傾 (けい)廃 (はい)する事 (こと)を主 (つかさ)とる餘 (よ)は乾 (いぬい)巽 (たつみ)および
東 (とう)西 (ざい)南 (なん)北 (ぼく)の正 (せう)當 (たう)を除 (のそき)置 (おく)ものともに妨 (さまたげ)なしとす

　　　　　疂 (たたみ)間 (ま)取 (どり)の秘 (ひ)訣 (けつ)
疂 (たゝみ)は座 (ざ)臥 (ぐは)を安 (やす)んずる䑓 (うてな)にして其 (その)德 (とく)地 (ち)の万 (ばん)物 (もつ)を載 (のする)に等 (ひと)し故 (ゆへ)
に家 (か)宅 (たく)の用 (やう)に對 (たい)して自 (おのづ)然 (から)吉 (きつ)凶 (けう)を顕 (あら)はす事 (こと)著 (ちよ)明 (めい)なり尤 (もつとも)其 (その)用 (やう)
法 (はう)諸 (しよ)家 (か)論 (ろん)説 (せつ)區 (く)々として同 (おな)しからすと雖 (いへど)も理 (り)の遠 (とふ)きは姑 (しばら)く
措 (さしお)き先 (まづ)其 (その)最 (さい)要 (やう)とする㫖 (し)趣 (しゆ)は玄 (けん)関 (くはん)或 (あるい)は店 (みせ)の间 (ま)抔 (など)表面 (おもて)を受 (うけ)る
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)の间 (ま)に相 (さう)生 (ぜう)の數 (かす)を布 (しく)こと是 (これ)间 (ま)取 (どり)鑒 (かん)考 (こう)不 (ふ)易 (ゑき)の法 (はふ)なり又居 (い)
間 (ま)の疂 (てう)數 (すう)は宅 (たく)主 (しゆ)の本 (ほん)命 (めい)に隨 (したかひ)て亦 (また)相 (さう)生 (ぜう)の数 (かす)を布 (しく)こと乃 (すなはち)吉 (きつ)な
りとす餘 (よ)は推 (おし)て知 (しる)べきなり𫝆 (いま)初 (しよ)學 (がく)の為 (ため)彼 (かの)二 (に)條 (でう)を具 (つぶさ)に举 (あげ)て
其 (その)例 (れい)を左 (さ)に示 (しめ)す但 (たゝ)し疂 (でう)数 (すう)の五 (ご)行 (けう)は一 (いち)疂 (でう)を乾 (けん)の金 (かね)とし二 (に)疂 (でう)
を兑 (だ)の金 (かね)三 (さん)疂 (てう)を離 (り)の火 (ひ)四 (よ)疂 (でう)は震 (しん)の木 (き)五 (ご)疂 (でう)は巽 (そん)の木 (き)六 (ろく)疂 (でう)を
坎 (かん)の水 (みつ)七 (しち)疂 (てう)を艮 (ごん)の土 (つち)八 (はち)疂 (でう)は坤 (こん)の土 (つち)とす九 (く)疂 (でう)より上 (うへ)は何 (なん)十 (ぢう)
疂 (でう)にても八 (はつ)卦 (くは)の数 (すう)八 (はち)に満 (みつる)を除 (のそ)き殘 (のこり)の数 (すう)にて五 (ご)行 (けう)を定 (さた)むる
なり乃 (すなはち)九 (く)疂 (でう)の如きは八を除 (のそき)て殘 (のこ)里一なり一は乾 (けん)の金 (かね)に属 (ぞく)す
故 (ゆへ)に九 (く)疂 (でう)を金 (きん)数 (すう)とにす餘 (よ)は推 (おし)て知 (しる)べきなり
玄關店の間抔
同北方を受る間は四疂五疂九疂十疂等金木の疂数吉なり
同南方を受る間は四疂五疂七疂八疂等木土の疂数吉なり
同西方を受る間は六疂七疂八疂十四疂等土水の疂数吉なり
同東方を受る間は三疂六疂十一疂十四疂等水火の疂数吉なり
同戌亥を受る間は六疂七疂八疂十四疂等土水の疂数吉なり
同𫝕巳を受る間は三疂六疂十一疂十四疂等水火の疂数吉なり

同丑寅を受る間は三疂九疂十疂十一疂等火金の疂数吉なり
同未申を受る間は三疂九疂十疂十一疂等火金の疂数吉なり
主人の居間
　一白本命の人は四疂五疂九疂十疂等金木の疂数吉なり
同二黒本命の人は三疂九疂十疂十一疂等火金の疂数吉なり
同三碧本命の人は三疂六疂十一疂十四疂等水火の疂数吉なり
同四緑本命の人は三疂六疂十一疂十四疂等水火の疂数吉なり
同五黄本命の人は三疂九疂十疂十一疂等火金の疂数吉なり
同六白本命の人は六疂七疂八疂十四疂等土水の疂数吉なり
同七赤本命の人は六疂七疂八疂十四疂等土水の疂数吉なり
同八白本命の人は三疂九疂十疂十一疂等火金の疂数吉なり
同九紫本命の人は四疂五疂七疂八疂等木土の疂数吉なり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]右に述 (のぶ)る所 (ところ)即 (すなはち)一 (いち)宅 (たく)疂 (でう)数 (すう)の起 (き)元 (げん)なり是 (これ)よりして餘 (よ)は普 (あまね)く世 (よ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]に通用する所 (ところ)の法 (はふ)たる間 (ま)取 (とり)の續 (つゝき)柄 (から)に因 (より)て次 (つぎ)々 (〱)相 (さう)生 (ぜう)の数 (すう)
を得 (うる)を以 (もっ)て疂 (でう)数 (すう)を定 (さだむ)べし但 (たゝ)し間 (ま)續 (つゞき)相 (さう)生 (ぜう)を得 (うる)とも中 (ちう)央 (わう)に四 (よ)
疂 (でう)半 (はん)の間 (ま)取 (どり)あれば必 (かなら)ず子 (し)孫 (そん)放 (はう)逸 (いつ)惰 (だ)弱 (しやく)にして散 (さん)財 (ざい)を主 (つかさ)どる
なり尤 (もつとも)中 (ちう)央 (わう)に限 (かぎ)らす四 (よ)疂 (でう)半 (はん)の间 (ま)取 (どり)多 (おふ)き家 (いへ)は衰 (すい)微 (び)を専 (もつはら)とし
て凶 (あし)し又 (また)大 (たい)目 (め)疂 (たゝみ)を多 (おふ)く用 (もち)ひ或 (あるい)は端 (は)疂 (たゝみ)を布 (しき)用 (もち)ゆる事 (こと)宜 (よろ)しか
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]らず依 (よつ)て大 (だい)目 (め)疂 (たゝみ)端 (は)疂 (たゝみ)を布 (しく)べき所 (ところ)には板 (いた)床 (しき)を用 (もち)るべし又 (また)疂 (でう)
数 (すう)の相 (さう)生 (ぜう)を得 (ゑん)と欲 (ほつ)するときも得 (ゑ)難 (かた)きは及 (すなはち)板 (いた)床 (どこ)を以 (もつ)て疂 (でう)数 (すう)
を減 (けん)せしめ相 (さう)生 (ぜう)の數 (かず)になるを要 (やう)とす假令 (たとへ)火 (ひ)の相生 (さうぜう)たる土 (つち)

の疂 (てう)数 (すう)を布 (しく)とき九 (く)疂 (でう)ならは金 (かね)の数 (かず)ゆへ凶 (あし)し依 (よつ)て一 (いつ)疂 (でう)を板 (いた)
所 (とこ)となし殘 (のこ)里八 (りはち)疂 (でう)土 (つち)の数 (かず)となるを以 (もつ)て火 (ひ)の相 (さう)生 (ぜう)を得 (うる)なり
餘 (よ)は推 (おし)て知 (しる)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　宅 (たく)内 (ない)遣 (けん)水 (ずい)流 (なかれ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
茲 (こゝ)にいふ遣 (つかい)水 (みづ)は都 (すべ)て不 (ふ)浄 (ぜう)を洗 (せん)洒 (さい)したる濁 (だく)水 (すい)を指 (さす)也此 (この)水 (みづ)住 (ちう)
地 (ち)中 (ちう)に溜 (りう)滯 (たい)する事 (こと)甚 (はなはだ)凶 (あし)し速 (すみやか)に流 (なかれ)出 (いづ)るを以 (もつ)て吉 (きつ)とするなり
然 (しかる)に此 (この)水 (みづ)坤 (こん)艮 (ごん)二 (に)方 (はう)へ流 (なかれ)出 (いづ)るは至 (いたつ)て凶 (あし)く坎 (きた)へ出 (いづる)も同 (おなし)く凶 (あし)し
離 (みなみ)に出 (いづる)は次 (つい)で凶とすいづれ宅 (たく)主 (しゆ)妻 (さい)妾 (せう)に祟 (たゝ)里又 (また)養 (やう)子 (し)を主 (つかさ)ど
り病 (べう)難 (なん)を招 (まね)く抔 (なと)軽 (けい)重 (ぢう)に隨 (したがつ)つて種 (しゅ)々 (〱)別 (べつ)ありと雖 (いへど)も祟 (しう)害 (かい)免 (のかれ)難 (かた)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]しとす其 (その)餘 (よ)𫝕 (たつ)已 (み)戌 (いぬ)亥 (い)甲 (きのへ)乙 (きのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)等 (とう)の所 (ところ)へ流 (なかれ)出 (いづる)は妨 (さまたげ)なし
　　　　　段階子置所 (だんはしこおきところ)の要訣 (やうけつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]段階子 (だんはしこ)は置 (おき)物 (もの)調 (てう)度 (ど)なれども上下 (のほりくたり)の通 (かよ)ひ棧 (かけはし)に類 (るい)して必 (かならす)其 (その)所 (ところ)
を踏 (ふみ)ト (とどむ)る故 (ゆへ)假令 (たとへ)ば出入 (ていり)繁 (しげ)き地 (ち)の踏 (ふみ)窪 (くぼむ)が如 (ごと)き理 (り)によつて是 (これ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を中 (ちう)央 (わう)の塲 (ば)所 (しよ)に設 (まふく)る事 (こと)を忌 (いむ)なり凡 (およそ)中 (ちう)央 (わう)は一 (いつ)宅 (たく)の樞 (すう)要 (やう)なる
を以 (もつ)て (て)偏 (へん)重 (ぢう)に踏 (ふみ)ト (とど)め破 (やぶ)り犯 (おかす)を忌 (いむ)なれは憚 (はばか)て犯 (おかす)ことなかれ
必 (かなら)す宅 (たく)主 (しゆ)に病 (べう)災 (ざい)ありとす
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　物干塲所搆所 (ものほしばしよかまへところ)の說 (せつ)
物干塲 (ものほしば)は大 (だい)小 (せう)とも用 (やう)繁 (しげ)く宅 (たく)舎 (しや)に無 (なく)て叶 (かなは)ざるの物 (もの)たり但 (た〱)し
全 (まつた)く不 (ふ)浄 (せう)の類 (たぐひ)にもあらされは方 (ほう)角 (かく)に吉凶 (きつけう)なし然 (しかれ)ども家 (いへ)の
棟 (むね)越 (こし)或 (あるい)は井 (いと)竈 (かまと)厠 (かはや)等 (とう)の上 (うえ)に當 (あたつ)て搆 (かま)ゆるは凶 (きう)相 (さう)とす其 (その)說 (せつ)委 (くは)し

く下に載 (のせ)たり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　倉 (さう)庫 (こ)搆 (かまへ)所 (ところ)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
倉 (さう)庫 (こ)は土 (つち)を主 (しゆ)として建 (けん)榮 (ゑい)する故 (ゆへ)土 (つち)に属 (ぞく)すと夫 (それ)土 (つち)は隂 (いん)なり
故 (ゆへ)に坤 (こん)艮 (ごん)の土 (と)宫 (きう)隂 (いん)位 (い)に搆 (かま)ゆれは重 (ぢう)隂 (いん)の理 (り)にして大 (だい)凶 (けう)なり
必 (かなら)ず衰 (すい)微 (び)寂 (せき)寞 (ばく)を主 (つかさ)とり主 (しゆ)人 (じん)短 (たん)命 (めい)にて子 (し)孫 (そん)断 (たん)絶 (ぜつ)におよぶ盖 (けたし)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]倉 (さう)庫 (こ)は一 (いつ)切 (さい)家 (か)財 (ざい)穀 (こく)物 (もつ)等 (とう)を納 (おさめ)置 (おく)所 (ところ)ゆへ坤 (こん)艮 (ごん)隂 (いん)位 (い)にあるもの
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]は納 (おさ)むる所 (ところ)の宝 (はう)貨 (くは)名 (めい)器 (き)其 (その)德 (とく)を失 (うしな)ふといへり凡 (およそ)戌 (いぬ)亥 (い)およひ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]𫝕 (たつ)已 (み)の塲 (ば)所 (しょ)にあれば彼 (かの)宝 (はう)物 (もつ)おのづから德 (とく)尊 (たつとく)大 (だい)富 (ふう)貴 (き)を主 (つかさ)ど
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]る南 (なん)方 (ぼう)は是 (これ)に次 (つい)で吉 (きつ)なり西 (にし)に搆 (かまへる)も宜 (よろ)し北 (きた)は壬 (みづのへ)に傍 (よせ)東 (ひがし)は乙 (きのと)
に傍 (よせ)て搆 (かまへ)置 (おく)もの妨 (さまたげ)げなし

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　牛 (ぎう)馬 (ば)部 (べ)屋 (や)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
牛 (ぎう)馬 (ば)部 (べ)屋 (や)は尿 (し)糞 (ふん)臭 (しう)氕 (き)常 (つね)に断 (たへ)ず地 (ち)汚 (お)穢 (ゑ)多 (おほ)くして不 (ふ)浄 (しやう)厠 (かはや)に勝 (すぐれ)
りとす故 (ゆへ)に隂 (いん)地 (ち)に搆 (かまへ)あれは自 (おのづ)然 (から)牛 (ぎう)馬 (ば)柔 (にう)弱 (しやく)す利 (り)用 (やう)疎 (うと)き耳 (のみ)な
らす穢 (ゑ)毒 (どく)隂 (いん)殺 (さつ)に混 (こん)乱 (らん)して祟 (しう)氕 (き)甚 (はなはたし)く種 (しゅ)々 (〱)の災 (さい)禍 (くは)損 (そん)失 (しつ)多 (あふ)く家 (か)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]人 (じん)病 (べう)労 (ろう)を主 (つかさ)とるなり乾 (いぬい)巽 (たつみ)の二 (に)方 (はう)は無 (ぶ)難 (なん)とす東 (とう)西 (ざい)南 (なん)北 (ぼく)の四 (し)
方 (はう)はいづれも正 (せい)當 (たう)を除 (のぞ)き搆 (かま)ゆべし又 (また)妨 (さまたげ)なきなり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　堆 (から)磨 (うす)部 (べ)屋 (や)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
堆 (から)磨 (うす)部 (べ)屋 (や)は坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)の二方に搆 (かま)ゆる事 (こと)大 (おほい)に凶 (あし)し是 (これ)家 (か)人 (じん)食 (しょく)する
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)の米 (べい)穀 (こく)を扱 (あつか)ふに隂 (いん)毒 (どく)に觸 (ふれ)ん事 (こと)恐 (おそ)るゝ所以 (ゆへん)にして坤 (こん)艮 (ごん)は
固 (もと)より隂 (いん)悪 (あく)衆 (しう)會 (くはい)の地 (ち)位 (い)なればなり乾 (いぬい)巽 (たつみ)及 (および)甲 (きのへ)乙 (きのと)丙 (ひのへ)丁 (ひのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)壬 (みつのへ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]癸 (みつのと)の所 (ところ)にあるは妨 (さまたけ)なし然 (しかる)に又 (また)狹 (けう)宅 (たく)に住 (すみ)て米 (べい)穀 (こく)取 (とり)扱 (あつかい)を業 (わざ)とす
るもの抔 (なぞ)堆 (から)磨 (うす)乾 (いぬい)の隅 (すみ)に居 (すヽ)て (て)南 (みなみ)軸 (まねき)東 (ひかし)軸 (まねき)とし巽 (たつみ)に居 (す)て西 (にし)軸 (まねき)北 (きた)
軸 (まねき)とするは吉 (きつ)なり𠰥 (もし)数 (す)十 (ぢう)挺 (てう)ある中には坤 (こん)に有 (あつ)て北 (きた)軸 (まねき)東 (ひかし)軸 (まねき)
艮 (ごん)に有 (あつ)て西 (にし)軸 (まねき)南 (みなみ)軸 (まねき)となるものあるべし是 (これ)極 (きはめ)て凶 (けう)なり往 (おう)々 (〱)
産 (さん)業 (げふ)衰 (おとろふ)る事 (こと)必 (ひつ)なり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　納 (な)屋 (や)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (よう)訣 (けつ)
世 (せ)俗 (ぞく)に納 (な)屋 (や)といへるは日 (にち)用 (やう)の雜 (ざふ)物 (もつ)或 (あるい)は鹽 (ゑん)噌 (そ)漬 (つけ)物 (もの)或 (あるい)は炭 (すみ)薪 (たきゞ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]よりして間 (まヽ)盥 (たらい)盤 (うちずんは)箒 (ふき)等 (とう)の不 (ふ)浄 (ぜう)のものをも納 (おさめ)置 (をく)所 (ところ)にてすべて
坤 (こん)艮 (ごん)隂 (いん)悪 (あく)の地 (ち)搆 (かまへる)こと大 (おほい)に凶 (あし)し住 (ぢう)者 (しや)病 (べう)災 (ざい)に罹 (かか)り子 (し)孫 (そん)災 (わざは)ひ
多 (おふ)きを主 (つかさ)とる其 (その)餘 (よ)は甲 (きのへ)乙 (きのと)丙 (ひのへ)丁 (ひのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)壬 (みつのへ)癸 (みつのと)の位 (くらい)又 (また)乾 (けん)巽 (こん)は戌 (いぬ)𫝕 (たつ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の位 (くらい)を除 (のぞ)き亥 (い)已 (み)の所 (ところ)に於 (おい)て搆 (かまゆ)べし各 (おの〱)妨 (さまたげ)なしとす
　　　　　離 (はなれ)座 (ざ)敷 (しき)搆 (かまへ)所 (ところ)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]離 (はなれ)座 (ざ)敷 (しき)の搆 (かまへ)所 (ところ)はさして吉 (きつ)凶 (けう)の論 (ろん)なしと雖 (いへど)も坤 (こん)艮 (ごん)へ張 (はり)出 (いて)或 (あるい)
は欠 (かけ)込 (こみ)の備 (そなへ)となるは別 (べつ)て凶 (けう)なり盖 (けだし)欠 (かけ)張 (はり)の吉 (きつ)凶 (けう)は別 (べつ)に說 (せつ)あ
り𫝆 (いま)先 (まつ)一 (いち)例 (れい)を擧 (あげ)て示 (しめ)さん假令 (たとへ)は家 (いへ)の惣 (さう)搆 (かまへ)艮 (ごん)巽 (そん)の二 (に)方 (はう)欠 (かけ)込 (こみ)
あれば是 (これ)東 (ひがし)張 (はり)吉 (きつ)相 (きう)の位 (くらい)とす然 (しか)るに彼 (かの)艮 (ごん)の欠 (かけ)入 (いり)たる所 (ところ)へ離 (はなれ)
座 (ざ)敷 (しき)を搆 (かま)ゆれば惣 (さう)搆 (かまへ)巽 (そん)欠 (かけ)の形 (かたち)なりて凶 (けふ)相 (さう)に變 (へん)ずるの類 (たぐひ)
なり餘 (よ)は推 (おし)て知 (しる)べし又 (また)都 (すべ)て一 (いつ)方 (はう)口 (くち)の離 (はなれ)座 (ざ)敷 (しき)は大 (おほい)に凶 (あし)し必 (かなら)
ず家 (か)督 (とく)に離 (はなれ)るの災 (わざわひ)あり斯 (かく)の如 (ごと)きは一 (いつ)方 (ぽう)に欞 (れん)子 (し)窻 (まど)を𫔭 (ひらき)て兩 (りやう)
方 (はう)口 (くち)の備 (そなへ)となして補 (おきな)ふへし

　　　　　茶 (ちや)室 (しつ)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (よう)訣 (やつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]茶 (ちや)室 (しつ)は閑 (かん)雅 (か)遊 (ゆう)樂 (らく)の所 (ところ)にして要 (やう)用 (〱)の備 (そなへ)にあらざれば搆 (かまへ)所 (ところ)さ
して吉 (きつ)凶 (けう)の論 (ろん)なし然 (しかれ)ども四 (し)面 (めん)に樹 (じゆ)木 (もく)を栽 (うへ)厠 (かはや)の搆 (かま)へ灯 (とう)籠 (ろう)手 (てう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]水 (づ)鉢 (はち)の置 (おき)所 (ところ)抔 (なぞ)闲 (かん)雅 (が)にして専 (もつは)ら隠 (いん)逸 (いつ)を好 (この)むゆへ坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)の隂 (いん)地 (ち)
に搆 (かまへ)あるは大 (おほい)に凶 (あし)し自 (おのづ)然 (から)住 (ちう)人 (にん)に災 (わさはひ)ありとす唯 (たゞ)乾 (いぬい)巽 (たつみ)の地 (ち)お
よび東 (とう)西 (さい)南 (なん)北 (ぼく)は其 (その)正 (せう)當 (とう)厠 (かはや)手 (てう)水 (づ)鉢 (はち)抔 (など)を置 (おか)ざるやう搆 (かま)ゆれば
更 (さら)に妨 (さまたげ)なき耳 (のみ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　池 (いけ)泉 (せん)水 (すい)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
池 (いけ)泉 (せん)水 (すい)等 (とう)は井 (い)泉 (せん)河 (か)水 (すい)の活 (くはつ)物 (ぶつ)と同 (とう)論 (ろん)にあらす頗 (すこぶ)る (る)失 (しつ)精 (せい)の死 (し)
水 (すい)にして人 (じん)世 (せい)の利 (り)用 (やう)なく唯 (ただ)隂 (いん)逸 (いつ)を主 (しゆ)とするより遂 (つい)に隂 (いん)湿 (しつ)

に近 (ちか)き凶 (けう)備 (そなへ)とは成 (なる)なり故 (ゆへ)に坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)の地 (ち)にあれば災 (わさは)ひ甚 (はなはだ)しく
宅 (たく)主 (しゆ)妻 (さい)妾 (せう)病 (べう)勞 (ろう)断 (たへ)ず或 (あるい)は夭 (へん)死 (し)の患 (うれい)ありて養 (やう)子 (し)を主 (つかさ)とるなり
又 (また)離宫 (みなみ)にあれば難 (なん)病 (べう)を患 (うれい)必 (かならす)不 (ふ)仁 (じん)の人 (ひと)あり乾 (けん)は戌 (いぬ)の所 (ところ)巽 (そん)は
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]𫝕 (たつ)の所 (ところ)を忌 (いむ)己 (み)亥 (い)の方 (かた)および甲 (きのへ)乙 (きのと)庚 (かのへ)辛 (かのと)壬 (みづのへ)癸 (みづのと)の位 (くらい)にあるは先 (まづ)
妨 (さまたげ)なしとす
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　築 (つきやま)山搆 (かまへ)所 (どころ)の要 (やう)訣 (けつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]築 (つき)山 (やま)は人 (じん)力 (りき)を以 (もつ)て (て)作 (な)す所 (ところ)たとへ草 (さう)木 (もく)生 (せうず)というとも元 (もと)是 (これ)純 (しゆん)
隂 (いん)の物 (もの)たり且 (かつ)庭 (てい)前 (ぜん)壮 (さう)觀 (くはん)の潤 (しゆん)備 (び)にして彼 (かの)地 (ち)泉 (せん)の如 (こと)く人 (じん)世 (せい)の
利 (り)用 (やう)を達 (たつ)するものにあらざれは其 (その)凶 (けう)相となるものは即 (すなは)ち
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]其 (その)所 (ところ)を妨 (さまたける)が如 (こと)し𠰥 (もし)坤 (こん)艮 (ごん)土 (つち)の塲 (ば)所 (しよ)にあるときは隂 (いん)氕 (き)重 (かさ)なる

を以 (もつ)て別して凶 (けう)なりとす北 (きた)にあるものは是 (これ)北 (きた)方 (はう)又 (また)坎 (かん)隂 (いん)の地 (ち)
なりと雖 (いへど)も彼 (かの)玄 (げん)武 (む)丘 (きう)陵 (りやう)の理 (り)を以 (もつ)て妨 (さまたげ)げなしとする耳 (のみ)其 (その)餘 (よ)方 (はう)
に於 (おいて)はさして妨 (さまたげ)なしと雖 (いへども)も好 (このみ)て作 (つくる)べきものにあらず
　　　　　手 (てう)水 (つ)鉢 (はち)水 (みづ)瓶 (かめ)堀 (ほり)込 (こみ)用 (よう)慎 (じん)水 (すい)薼 (ご)芥 (もく)塲 (ば)
　　　　　水 (みづ)溜 (ため)水 (みづ)吸 (すい)込 (こみ)等 (とう)搆 (かまへ)所 (ところ)の要 (やう)訣 (けつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]上 (かみ)方 (がた)に鉢 (はち)前 (まえ)と稱 (しやう)じて庭 (てい)前 (ぜん)手 (てう)水 (づ)鉢 (はち)の傍 (かたはら)に遣 (つか)ひ水 (みづ)の吸 (すひ)込 (こみ)場 (ば)所 (しよ)
を搆 (かま)ゆるあり又 (また)水 (みづ)走 (はし)里水 (みづ)瓶 (かめ)堀 (ほり)込 (こみ)の薼 (ご)芥 (もく)塲 (ば)水 (みづ)溜 (ため)等 (とう)は凡 (すべ)て隂 (いん)
湿 (しつ)なるものなれば坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)二 (に)方 (はう)に搆 (かま)ゆること大 (おほい)に忌 (いむ)是 (これ)を犯 (おかせ)は
凶 (けう)甚 (はなはだし)く或 (あるい)は宅 (たく)主 (しゆ)病 (べう)労 (ろう)となり子 (し)孫 (そん)を絶 (たや)し代 (だい)々 (〱)養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)を主 (つかさ)
どるなり凡 (すべ)て遺 (つかひ)水 (みづ)の土 (ど)中 (ちう)に吸 (すい)込 (こみ)湿 (しつ)氣 (き)を止 (とヾ)むるの備 (そなへ)を営 (いとな)む

事 (こと)は八 (はつ)方 (はう)ともいづれに有 (あり)ても大 (おほい)に凶 (あし)し凡 (およそ)住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)不 (ふ)浄 (ぜう)穢 (ゑ)物 (もの)
を備 (そなへ)て吉 (きつ)とするの塲 (ば)所 (しよ)なし唯 (たヾ)止 (やむ)ことを得 (ゑ)すして設 (まふくる)ものな
れば其 (その)搆 (かまへ)所 (ところ)によりて聊 (いさゝか)妨 (またげ)を防 (ふせぐ)のみなりよつて遣 (けん)水 (すい)抔 (など)は害 (がい)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]なき所 (ところ)へ速 (すみやか)に流 (なかれ)散 (さん)ずるを要 (やう)とすべし
因 (ちなみ)に記 (しるす)或 (ある)人 (ひと)宅 (たく)図 (づ)を携 (たづさへ)来 (きたり)て家 (か)相 (さう)の鑒 (かん)考 (かう)を乞 (こふ)予 (よ)阅 (よみ)するに都 (すべ)
て良 (りやう)相 (さう)なり唯 (たヾ)艮 (うしとら)に手 (てう)水 (づ)鉢 (はち)有 (あつ)て水 (みつ)の吸 (すい)込 (こみ)塲 (ば)を搆 (かまへ)たり予 (よ)曰 (いはく)
此 (この)凶 (けう)相 (さう)聊 (いさゝか)なれとも生 (うまれ)年 (とし)此 (この)艮 (こん)宫 (きう)に應 (おう)ずる人 (ひと)住 (ぢう)居 (きよ)あれば恐 (おそら)
くは長 (ちやう)病 (びやう)を患 (うれふ)う事 (こと)ありと示 (しめ)す客 (かく)答 (こたへ)て曰 (いはく)悴 (せかれ)久 (きう)来 (らい)疾 (しつ)病 (へい)を患 (うれふ)
て其 (その)年 (とし)齡 (かず)を問 (とふ)に下 (け)元 (がん)庚 (かのへ)寅 (とら)年 (とし)の生 (うまれ)にて八 (はつ)白 (はく)土 (ど)命 (めい)の人 (ひと)なり
是 (これ)生 (うまれ)年 (とし)の寅 (とら)は艮 (こん)本 (ほん)宫 (きう)たり八 (はつ)白 (はく)は艮 (ごん)即 (すなはち)本 (ほん)宫 (きう)なり故 (ゆへ)に艮 (ごん)宫 (きう)

は病 (べう)人 (にん)の兩 (りやう)本 (ほん)命 (めい)宫 (きう)とす宅 (たく)の吉 (きつ)相 (さう)に就 (つい)ては此 (この)凶 (けう)備 (そなへ)聊 (いさゝか)の事 (こと)
なれとも住 (ちう)者 (しや)の本 (ほん)命 (めい)に應 (おう)ずる故 (ゆへ)祟 (しう)害 (がい)大 (おほい)なるなり依 (よつ)て吉 (きつ)
方 (はう)を撰 (ゑらみ)て彼 (かの)手 (てう)水 (づ)鉢 (はち)吸 (すい)込 (こみ)を取 (とり)除 (のぞか)しむるに日 (ひ)あらずして長 (てう)
病 (べう)全 (せん)快 (くはい)せり又 (また)竒 (き)ならすや
　　　　　地 (ち)宅 (たく)を相 (さう)する心 (こころ)得 (ゑ)の最 (さい)要 (やう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]夫 (それ)地 (ち)形 (げふ)宅 (たく)舎 (しや)の欠 (かけ)張 (はり)倉 (さう)庫 (こ)堆 (から)磨 (うす)井 (い)戸 (ど)厠 (かはや)等 (とう)の搆 (かまへ)所 (ところ)宅 (たく)中 (ちう)の調 (てう)度 (ど)疂 (たヽみ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の间 (ま)取 (とり)抔 (なぞ)は所 (しよ)見 (けん)分 (ふつ)明 (めう)にして図 (づ)し得 (ゑ)易 (やす)く吉 (きつ)凶 (けう)の理 (り)も亦 (また)おの
づから目 (もく)下 (か)に瞭 (りやう)然 (ぜん)たれは惑 (まどい)なし唯 (たヾ)其 (その)図 (づ)面 (めん)にも冩 (うつ)し得 (ゑ)難 (かた)く
して而 (しか)も大 (だい)凶 (けう)相 (さう)となるもの亦 (また)種 (しゅ)々 (〱)あり是 (これ)等 (ら)は偏 (ひとへ)に図 (づ)を以 (もつ)
相 (さう)するときは吉 (きつ)凶 (けう)判 (はん)断 (だん)の理 (り)盡 (つく)し得 (う)べからず因 (よつ)て𫝆 (いま)相 (さう)者 (しや)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]心 (こころ)得 (ゑ)の為 (ため)其 (その)図 (づ)し得 (ゑ)難 (かた)き所 (ところ)のもの數 (す)箇 (う)条 (でう)を擧 (あげ)て以 (もつ)て初 (しよ)學 (がく)の
便 (べん)覧 (らん)に備 (そな)ふ先 (まづ)地 (ち)形 (げう)宅 (たく)舎 (しや)内 (ない)外 (ぐはい)の調 (てう)度 (ど)疂 (たゝみ)の间 (ま)取 (とり)に至 (いたる)まて都 (すべ)
て十 (ぢう)全 (せん)吉 (きつ)相 (さう)のみを備 (そなへ)たる家 (いへ)は曽 (うつ)てなし故 (ゆへ)に家 (か)宅 (たく)を相 (さう)する
事 (こと)容 (やう)易 (い)ならず宜 (よろし)く全 (ぜん)體 (たい)を觀 (くはん)察 (さつ)し大 (たい)概 (がい)吉 (きつ)凶 (けう)相 (さう)の多 (おほき)を以 (もつ)て判 (はん)
断 (だん)を決 (けつ)すべし然 (しかる)に又 (また)三 (さん)吉 (きつ)七 (しち)凶 (けう)の如 (ごと)きは凶 (けう)相 (さう)と断 (たん)ずべき事 (こと)な
れども𠰥 (もし)其 (その)三 (みつ)の吉 (きつ)相 (さう)尊 (そん)重 (ちう)にして七 (なゝつ)の凶 (けう)相 (さう)卑 (ひ)輕 (けい)なれは全 (まつた)く
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u20525-g@2.50px.png]凶 (けう)相 (さう)とし難 (かた)き理 (り)あり依 (よつ)て種 (しゅ)々 (〱)兼 (かね)論 (ろん)じ動 (うごか)ざるを以 (もつ)て其 (その)相 (さう)を
定 (さだむ)べし
　　　　　陽 (やう)氕 (き)なき地 (ち)に家 (いへ)を建 (たつる)とき陽 (やう)氕 (き)の地 (ち)とするの辨 (べん)
地 (ち)は万 (ばん)物 (もつ)を育 (やしな)ふ根 (こん)本 (ほん)なる故 (ゆへ)陽 (やう)氕 (き)充 (みち)て且 (かつ)润 (じゆん)澤 (たく)あるを吉 (きつ)とす

是 (これ)を二 (に)氕 (き)相 (さう)合 (がふ)の位 (くらい)とす最 (もつと)も生 (せい)育 (いく)の德 (とく)厚 (あつ)き地 (ち)なり凡 (およそ)乾 (けん)燥 (そう)過 (くは)
润 (じゆん)なる地 (ち)は艸 (さう)木 (もく)生 (せう)じ難 (かたき)ものにて人 (じん)家 (か)を営 (いとなむ)に益 (ゑき)あらず宅 (たく)経 (けう)
にも草 (さう)木 (もく)生 (せう)ぜざる地 (ち)に居 (きよ)せずといへり𠰥 (もし)過 (くは)润 (しゆん)隂 (いん)澤 (たく)なるに
は宜 (よろし)く陽 (やう)土 (と)を以 (もつ)て地 (ち)を三 (さん)尺 (しやく)築 (きつ)き而 (しかふ)して居 (きよ)住 (ちう)すべきなり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (ところ)の誤 (あやまり)を訂 (た〱)す說 (せつ)
磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (ところ)𫝆 (いま)多 (おふ)く家 (か)主 (しゆ)の居 (い)間 (ま)を用 (もち)ゆるものは是 (これ)原 (もと)古 (こ)聖 (せい)の示 (し)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]傳 (でん)を学 (まな)び誤 (あやまり)たるものと知 (しる)べし夫 (それ)居 (い)间 (ま)は宅 (たく)中 (ちう)の尊 (そん)所 (しよ)にして
中 (ちう)央 (わう)と定 (さだ)むる事 (こと)理 (り)の至 (し)極 (ごく)なれば家 (か)宅 (たく)建 (けん)営 (ゑい)の節 (せつ)家 (か)主 (しゆ)の居 (い)间 (ま)
を以 (もつ)て一 (いつ)宅 (たく)の中 (ちう)央 (わう)に搆 (かまゆ)へしとの教 (かう)法 (はう)なり然 (しかる)に𫝆 (いま)人 (ひと)古 (こ)聖 (せい)の
教 (おしへ)を学 (まなび)誤 (あやま)り偏 (ひとへ)に居 (い)间 (ま)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)なりと心 (こころ)得 (ゑ)従 (あり)来 (きたり)の建 (たて)物 (もの)に

て家 (か)主 (しゆ)の居 (い)间 (ま)宅 (たく)中 (ちう)の傍 (かた)端 (はら)に搆 (かまへ)あるをも論 (ろん)ぜす只 (たヾ)一 (いつ)般 (はん)に中 (ちう)
央 (わう)と定 (さだめ)磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)とするは大 (おふい)なる僻 (へき)学 (がく)杜 (づ)撰 (ざん)の事 (こと)なりよつ
て家 (か)宅 (たく)を建 (たてる)には右 (みぎ)に述 (のぶ)る意 (い)を以 (もつ)て家 (いへ)の中 (ちう)央 (わう)に宅主の居 (い)
間 (ま)を設 (まふ)け搆 (かまゆ)べし是 (これ)必 (ひつ)然 (せん)の理 (り)なり
　　　　　家 (か)相 (さう)鑒 (かん)考 (かう)に方 (はう)位 (い)を愆 (あやまつ)こと有 (ある)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]家 (か)相 (さう)鑒 (かん)考 (かう)の節 (せつ)内 (ない)外 (ぐはい)の調 (てう)度 (ど)備 (そな)へ所 (ところ)を愆 (あやまつ)ことあり是 (これ)彼 (かの)磁 (じ)石 (しやく)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]居 (すへ)所 (どころ)差 (しや)違 (い)する所以 (ゆへん)にて譬 (たとへ)は正 (まさし)く西 (にし)に當 (あたり)たる倉 (さう)庫 (こ)井 (い)戸 (ど)厠 (かはや)等 (とう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を誤 (あやまつ)て坤 (ひつじさる)と見 (みる)の類 (たぐひ)なり凡 (およそ)磁 (じ)石 (しゃく)居 (すへ)所 (どころ)は本 (ほん)宅 (たく)中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て正 (せう)法 (はう)
とす然 (しかる)に居 (い)间 (ま)を以 (もつ)て (て)中 (ちう)央 (わう)とするなり又 (また)惣 (さう)搆 (かまへ)の中 (ちう)央 (わう)を用 (もち)ゆ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]るあり或 (あるい)は大 (だい)極 (きよく)柱 (はしら)を中 (ちう)央 (わう)と定 (さたむ)るあり此 (かく)の如 (ごと)く磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を誤 (あやまる)ゆへ造 (さう)作 (さく)の塲 (ば)所 (しよ)自 (おのづ)然 (から)相 (さう)違 (い)す必 (かなら)す俗 (ぞく)説 (せつ)に惑 (まとふ)べからす又 (また)
一 (いつ)箇 (か)の秘 (ひ)傳 (でん)あり假令 (たとへ)は磁 (じ)石 (しやく)を以 (もつ)て (て)見 (みつ)ときは厠 (かはや)泉 (せん)水 (すい)薼 (ご)芥 (もく)塲 (ば)
等 (とう)不 (ふ)浄 (ぜう)の類 (たぐ)ひ震 (ひかし)の部 (ぶ)に當 (あたり)あるとも猶 (なほ)地 (ち)面 (めん)の中 (ちう)央 (わう)よりみれ
ば艮 (うしとら)𠋣 (より)の搆 (かまへ)となるときは亦 (また)大 (おふい)に凶 (あし)し然 (しかれ)とも磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (ところ)を以 (もつ)
て見 (み)し凶 (けう)相 (さう)よりは聊 (いさゝか)輕 (かろ)き意 (い)味 (み)ありと知 (しる)べし
　　　　　地 (ち)面 (めん)狹 (せま)く建 (たて)物 (もの)大 (おほい)なる家 (いへ)の說 (せつ)
住 (ちう)居 (きよ)の地 (ち)面 (めん)に應 (おう)ぜず家 (いへ)大 (たい)造 (ざう)に建 (たて)連 (つら)ね (ね)堂 (とう)舎 (しや)の如 (こと)くなるもの
大 (おほい)に凶 (あし)し凡 (およそ)家 (か)宅 (たく)の備 (そなへ)はものに遮 (さへぎ)里目 (め)立 (たち)て (て)みゆるを凶 (けう)とす
所 (いは)謂 (ゆる)我 (が)岳 (かく)髙 (かう)嶺 (れい)神 (しん)の憎 (にくみ)を䝉 (かふむる)とあるが如 (ごと)く (く)殊 (こと)に村 (むら)里 (さと)抔 (なと)は建 (たて)物 (もの)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]間 (ま)遠 (どふ)なる故 (ゆへ)市中 (しちう)建 (たて)續 (つヾき)たる所 (ところ)と違 (ちか)ひ右 (みき)の備 (そなへ)あれは猶 (なほ)以 (もつ)て凶 (けう)

甚 (はなはだ)しくおのずから災 (わざはひ)を招 (まね)き往 (おう)々 (〱)家 (いえ)頽 (たい)廢 (はい)して遂 (つい)に断 (だん)絶 (せつ)におよ
ぶものなり
　　　　　家 (いへ)の大 (だい)小 (せう)に依 (よ)り住 (ぢう)人 (にん)の多 (た)少 (せう)に隨 (したが)ひ
　　　　　吉 (きつ)凶 (けう)ある辨 (べん)
其 (それ)隂 (いん)氕 (き)は幽 (やう)冥 (めい)に衆 (あつま)る同 (どう)氕 (き)相 (あい)求 (もとむ)る自 (し)然 (ぜん)の理 (り)にして家 (いへ)廣 (ひろ)く人 (ひと)
少 (すくな)きは寂 (せき)寞 (ばく)とし隂 (いん)毒 (とく)を誘 (さそ)ふの理 (り)ありて必 (かなら)ず衰 (すい)微 (び)を招 (まね)くな
り但 (たヾ)し非 (ひ)常 (しやう)の為 (ため)に多 (おほく)の間 (ま)數 (かず)を搆 (かまへ)置 (おく)は格 (かく)別 (べつ)たり徒 (いたづら)に間 (ま)数 (かず)多 (おほく)
して人 (ひと)少 (くすな)きは往 (おう)々 (〱)滅 (めつ)亡 (ばう)におよぶ事 (こと)必 (ひつ)せり又 (また)家 (いへ)狹 (けう)少 (せう)にして
住 (ぢう)人 (にん)多 (おほき)は吉 (きつ)なりとす
　　　　　家 (か)宅 (たく)に用 (もち)ゆる吉 (きつ)凶 (けう)材 (ざい)木 (もく)の辨 (べん)

家 (いへ)を建 (たてる)には先 (まつ)用 (やう)材 (ざい)を撰 (へらふ)べし𠰥 (もし)隂 (いん)木 (ぼく)を以 (もつ)て (て)すれば発 (はつ)達 (だつ)を妨 (さまたけ)
衰 (すい)微 (び)を主 (つかさ)どり家 (か)内 (ない)に病 (へう)人 (にん)口 (く)舌 (ぜつ)絶 (たへ)さるなり凡 (およそ)庻 (つね)人 (ひと)の住 (ちう)宅 (たく)は
松 (まつ)杉 (すき)椵 (もみ)檜 (ひのき)等 (とう)を用 (もちゆ)べし槻 (けやき)栴 (せん)檀 (だん)柳 (やなぎ)抔 (など)の隂 (いん)木 (ほく)を交 (まじへ)用 (もち)ゆれば必 (かなら)ず種 (しゆ)
種 (しゆ)の災 (わさわい)あり然 (しかれ)ども土 (と)地 (ち)の偏 (へん)氕 (き)により夫 (それ)々 (〱)に用 (もちゆ)べき利 (り)木 (ぼく)な
くして槻 (けやき)を以 (もつ)てせし家 (か)宅 (たく)も田 (でん)舎 (し)には亦 (また)無 (なき)にあらず是 (これ)等 (ら)は
辺 (へん)鄙 (ひ)不 (ふ)便 (べん)利 (り)の地 (ち)なれば止 (やむ)ことを得 (へ)ざる所 (ところ)なり又 (また)神 (じん)社 (じや)は檜 (ひのき)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を以 (もつ)て (て)し寺 (じ)院 (いん)は槻 (けやき)を用 (もち)ゆるを吉 (きつ)とすと雖 (いへど)も是 (これ)も亦 (また)國 (くに)所 (どころ)に
より然 (しかる)へきの用 (やう)材 (ざい)なくば勝 (かつ)手 (て)に任 (まか)せるも是 (ぜ)非 (ひ)なしと知
べし
　　　　　門 (もん)口 (くち)家 (いへ)の入 (いり)口 (くち)寸 (すん)尺 (しやく)吉 (きつ)撰 (せん)の辨 (べん)

大 (たい)門 (もん)は惣 (さう)宅 (たく)の生 (せい)氕 (き)即 (すなはち)表 (おもて)戸 (と)口 (くち)なり宅 (たく)
门は一 (いつ)室 (しつ)の生 (せい)氕 (き)即 (すなはち)中 (なか)戸 (と)口 (くち)なり共 (とも)に
氕 (き)を生 (せう)するの位 (くらい)にして住居 (ぢうきよ)最要 (さいやう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の所 (ところ)とす依 (よつ)て吉相塲 (きつさうは)所 (しよ)の门 (もん)戸 (こ)たり
とも寸 (すん)尺 (しやく)凶 (あしき)ときは損 (そん)財 (ざい)多 (おほ)く家 (か)業 (けふ)衰 (すい)
微 (び)を主 (つかさ)どる故 (ゆへ)に𫝆 (いま)天 (てん)星 (せい)尺 (しやく)を以 (もつ)て (て)门 (もん)
戸 (こ)寸 (すん)尺 (しやく)の吉 (きつ)凶 (けう)を決 (けつ)せん事 (こと)を示 (しめ)す此 (この)
天 (てん)星 (せい)尺 (しやく)というは曲 (さし)尺 (かね)九寸六歩を八 (はつ)
帰 (き)して各 (おの〱)一寸二歩宛財 (ざい)病 (べう)離 (り)義 (ぎ)官 (くはん)
[image: ]刧 (かう)害 (がい)本 (ほん)の八 (はち)字 (じ)に配 (はい)し以 (もつて)吉 (きつ)凶 (きょう)を分 (ふん)別 (べつ)

す譬 (たとへ)ば髙 (たか)さ六尺二寸の门 (もん)口 (くち)なれば
彼 (かの)天 (てん)星 (せい)尺 (しやく)を以 (もつ)てはかるに六 (む)度 (たひ)運 (はこひ)て
曲 (さし)尺 (かね)五尺七寸六歩を除 (のぞ)き殘 (この)る四寸
四歩に又 (また)天 (てん)星 (せい)尺 (しやく)を引 (ひき)付 (つけ)みれば乃 (すなはち)義 (ぎ)
字 (じ)に當 (あた)る是 (これ)即 (つなはち)吉 (きつ)なりとす横 (よこ)幅 (は〱)も此 (この)
例 (れい)を以 (もつ)て吉 (きつ)寸 (すん)を求 (もと)むべし盖 (けたし)大 (だい)门 (もん)宅 (たく)
门 (もん)に限 (かぎ)らす房 (ばう)室 (しつ)および窻倉庫等す
べてこの天 (てん)星 (せい)尺 (しやく)の吉 (きつ)寸 (すん)をもちゆべ
し
[image: ]


　　　　　塀 (へい)の髙 (たか)低 (ひく)吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
人 (じん)宅 (たく)四 (し)面 (めん)の圍 (かこ)み塀 (へい)勝 (すぐれ)て髙 (たか)ければ宅 (たく)中 (ちう)隂 (いん)氕 (き)に陥 (おちい)り陽 (やう)明 (めい)を隔 (へだてる)
の理 (り)ありて凶 (けう)なり又 (また)大 (おふい)に低 (ひく)すれば宅 (たく)中 (ちう)陽 (やう)盛 (さかん)にして潤 (しゆん)澤 (たく)を
失 (うしなふ)の理 (り)ありて凶 (けう)とす唯 (たヾ)純 (しゆん)陽 (やう)純 (じゆん)隂 (いん)ならす程 (ほど)よく備 (そなへ)たるを吉 (きつ)
とす宅 (たく)経 (けう)に大 (たい)明 (めい)なるときは簾 (れん)を下 (さけ)て以 (もつ)て其 (その)内 (ない)殺 (さつ)を和 (くは)し太 (たい)
暗 (あん)なるときは簾 (れん)を捲 (まき)て以 (もつ)て其 (その)外 (くはい)曜 (よう)を通 (つう)ずといへるも隂 (いん)陽 (やう)平 (へい)
分 (ぶん)して中 (ちう)和 (くは)に恊 (かなふ)を吉 (きち)とするの謂 (いひ)なり
　　　　　古 (ふる)井 (い)戸 (ど)地 (ち)中 (ちう)に塞 (ふさぎ)ある宅 (たく)地 (ち)の辨 (べん)
吉 (きつ)方 (はう)の造 (さう)作 (さく)を営 (いとな)み吉 (きつ)相 (さう)の家 (か)宅 (たく)を搆 (かまへ)て住 (ちう)居 (きよ)しながら猶 (なほ)家 (か)人 (しん)
異 (い)病 (へう)に腦 (なや)み不 (ふ)仁 (しん)虚 (きよ)羸 (るい)湿 (しつ)瘡 (さう)血 (けつ)症 (せう)抔 (なぞ)五 (ご)體 (たい)不 (ふ)具 (ぐ)となる病 (やまい)を患 (うれ)ふ

る人 (ひと)あるは必 (かなら)ず地 (ち)下 (か)に古 (ふる)井 (ゐ)塞 (ふさぎ)あるの祟 (しう)氕 (き)なり宅 (たく)経 (けう)に曰 (いはく)古 (ふる)
井 (ゐ)を塞 (ふさく)ことなかれ人 (ひと)をして耳 (じ)聾 (りやう)盲 (もう)目 (もく)ならしむと尤 (もつとも)當 (たう)主 (しゆ)地 (ち)
下 (した)に古 (ふる)井 (ゐ)塞 (ふさき)あるを知 (しら)ずして住 (じう)居 (きよ)とすといふとも其 (その)害 (はざはひ)免 (のがる)
べからずして種 (しゅ)々 (〱)大 (たい)病 (びやう)を患 (うれふ)るとき多 (おふ)し依 (よつ)て古 (ふる)井 (ゐ)抔 (など)決 (けつ)て其 (その)
儘 (ま〱)塞 (ふさぎ)置 (おく)べからず猶 (なほ)略 (りやく)埋 (うめ)等 (とう)も凶 (あし)し𠰥 (もし)不 (ふ)用 (やう)にて取 (とり)除 (のそ)かんと欲 (ほつ)
せば井 (い)中 (ちう)水 (みつ)清 (きよ)しまで悉 (こと〱)く取 (とり)上 (あけ)清 (せい)土 (ど)を以 (もつ)て埋 (うつむ)べし其 (その)法 (はふ)委 (くはし)く
中 (ちう)巻 (くはん)に述 (のふ)覧 (ける)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　家 (いへ)の棟 (むな)木 (ぎ)接 (つぎ)所 (どころ)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
建 (たち)家 (け)の棟 (むな)木 (ぎ)通 (とふら)ざる家 (いへ)は大 (おふい)に凶 (あし)し必 (かなら)ず子 (し)孫 (そん)を絶 (たや)し養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)
を主 (つかさ)どるなり宅 (たく)経 (けう)に棟 (むなき)を接 (つい)て屋 (いへ)を造 (つくれ)は三 (さん)年 (ねん)にして一哭 (かなしみ)あ

りといへり髙 (こう)貴 (き)の殿 (でん)舎 (しや)など桁 (けた)行 (ゆき)数 (す)十 (ぢう)間 (けん)に及 (およふ)とも必 (かなら)ず通 (とふ)里
棟 (むなぎ)を以 (もつ)て営 (いとなみ)たまふ事 (こと)なり故 (ゆへ)にたとへ下 (か)民 (みん)の茅 (ほう)屋 (をく)たりとも
棟 (むな)桁 (けた)を接 (つぎ)たるは
大 (おふい)に凶 (あし)し但 (たヾし)長 (なが)屋 (や)
建 (だて)抔 (なぞ)一 (いつ)宅 (たく)毎 (こと)に接 (つぎ)
あるは妨 (さまたげ)なしと
雖 (いへとも)是 (これ)も中 (ちう)途 (と)にて
接 (つぎ)置 (おく)は大 (だい)凶 (けう)相 (さう)な
り又 (また)棟 (むね)筋 (すじ)通 (とふら)ざる図 (づ) の 搆 (かまへ) る ざ 通 (とふら) 筋 (すじ) 棟 (むね)

搆 (かまへ)も同 (どう)意 (い)の凶 (けう)相 (さう)


と知べし棟 (むね)筋 (すじ)通 (とほら)ざる搆 (かまへ)といふは譬 (たとへ)は桁 (けた)行 (ゆき)十间の建 (たて)ときな
れば五间の间 (あいた)は棟 (むね)髙 (こう)く夫 (それ)より少 (すこ)し棟 (むね)筋 (すじ)を下 (さげ)て建 (たて)たる類 (たくゐ)な
り右 (みぎ)図 (づ)の如 (ごと)く一 (ひと)棟 (むね)にして髙 (たか)低 (ひく)片 (かた)々 (〱)に建 (たて)たるは全 (せん)体 (たい)不 (ふ)具 (ぐ)の
形 (かたち)にして祟 (しう)害 (がい)多 (おふ)く養 (やう)子を主 (つかさ)どるなり
　　　　　髙 (たか)棟 (むね)の建 (たち)家 (け)住 (ぢう)者 (しや)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
髙 (かう)貴 (き)の殿 (てん)舘 (くはん)樓 (ろう)阁 (かく)および社 (しや)家 (け)僧 (さう)坊 (ぼう)等 (とう)は其 (その)沙 (さ)汰 (た)に及 (およば)すと雖 (いへど)も
下 (か)民 (みん)の家 (か)宅 (たく)に於 (おい)ては他 (た)家 (け)に遮 (さへぎ)りて棟 (むね)髙 (たか)く三 (さん)階 (がい)或 (あるい)は髙 (かう)樓 (ろう)に
等 (ひとし)き房 (ぼう)室 (しつ)を営 (いとなむ)こと大 (おふい)に凶 (けう)相 (さう)となるなり宅 (たく)経 (けう)に屋 (いへ)髙 (たか)ければ
陽 (やう)盛 (さかん)にして明 (めい)多 (おふ)く魄 (はく)を傷 (そこなふ)といへり必 (かなら)ず家 (か)人 (じん)病 (べう)災 (ざい)多 (おふ)きを主 (つかさ)
どるなり
　　　　　段 (だん)違 (ちがい)の床 (ゆか)敷 (しき)住 (ちう)者 (しや)に依 (よつ)て吉 (きつ)凶 (けう)の辨 (べん)
凡 (およそ)髙 (かう)舘 (くはん)に上 (せう)段 (だん)下 (け)段 (だん)抔 (なぞ)間 (ま)毎 (ごと)髙 (かう)低 (てい)あるは君 (くん)主 (しゆ)權 (けん)勢 (せい)強 (つよ)し臣 (しん)下 (か)従 (したかふ)
の大 (だい)吉 (きつ)相 (さう)にして格 (かく)別 (べつ)の義 (ぎ)なり社 (しや)家 (け)僧 (さう)坊 (ぼう)等 (とう)も亦 (また)同 (どう)意 (い)にして
吉 (きつ)とす只 (ただ)庻 (つね)人 (ひと)の家 (か)宅 (たく)に此 (この)備 (そなへ)の如 (ごと)く床 (ゆか)敷 (しき)段 (だん)違 (ちがい)に搆 (かまへ)は大 (おふい)に凶 (あし)
し必 (かなら)ず宅 (たく)主 (しゆ)慢 (まん)心 (しん)を生 (せう)じ氣 (き)性 (せう)髙 (たか)く驕 (けふ)奢 (しや)を好 (この)み産 (さん)業 (げふ)おのずか
ら廃 (すた)りて終 (つい)には家 (か)宅 (たく)滅 (めつ)亡 (ぼう)し主 (しゆ)従 (じゆう)離 (り)散 (さん)する事 (こと)を主 (つかさ)とる
　　　　　路 (ろ)次 (じ)の上 (うへ)を二 (に)階 (かい)に取 (とり)込 (こみ)たる搆 (かまへ)の説 (せつ)
都 (と)會 (くはひ)の地 (ち)市 (し)中 (ちう)の家 (いへ)には通 (つう)行 (かう)路 (ろ)次 (じ)の上 (うへ)を二 (に)階 (かい)座 (ざ)敷 (しき)或 (あるい)は物 (もの)置 (おき)
塲 (ば)杯 (なぞ)に取 (とり)込 (こみ)たる搆 (かまへ)间 (ま)あり大 (おふい)に凶 (あし)し極 (きはめ)て産 (さん)業 (げふ)衰 (すい)微 (び)し損 (そん)財 (さい)病 (べう)
苦 (く)多 (おほ)くを主 (つかさ)どる凡 (すべ)て事 (じ)物 (ぶつ)の理 (り)は下 (しも)濶 (ひろ)く上 (う)狹 (せま)きを以 (もつ)て順 (じゆん)と

す宅 (たく)舎 (しや)の如 (こと)き (き)は礎 (いしずへ)を以 (もつ)て一 (ひと)搆 (かまへ)の盡 (じん)界 (かい)とするゆへ此 (この)備 (そなへ)の如 (ごと)
く二 (に)階 (かい)の建 (たて)物 (もの)礎 (そ)外 (くはい)へ張 (はり)出 (いづる)は下 (しも)狹 (せま)く上 (うえ)濶 (ひろき)の象 (かたち)にして事 (じ)物 (ぶつ)の
理 (り)に逆 (さから)ひ轉 (てん)倒 (どう)なるを以 (もつ)て凶 (けう)相 (さう)とはいふなり
　　　　　二 (に)階 (かい)廊 (ろう)下 (か)搆 (かまへ)所 (ところ)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]住 (ぢう)者 (しや)の好 (このみ)により井 (ゐ)竈 (そう)ある所 (ところ)の屋 (や)根 (ね)を低 (ひく)く作 (つく)り其 (その)上 (うへ)を二 (に)階 (かい)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]廊 (ろう)下 (か)に搆 (かまへる)あり極 (きはめ)て凶 (あし)し或 (あるい)は二階より便所へかよふ斜 (てう〱)橋 (すり)抔 (なと)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]此 (この)所 (ところ)に搆 (かまへる)も同 (おなし)く凶 (けう)とす必 (かなら)ず祟 (しう)害 (がい)あり是 (これ)凡 (すべ)て其 (その)所 (ところ)を踏 (ふみ)犯 (おか)す
事 (こと)を忌 (いむ)なり抑 (それ〱)井 (ゐ)竈 (さう)は水 (すい)火 (くは)にて人 (じん)家 (か)隂 (いん)陽 (やう)の起 (き)元 (げん)各 (おの〱)生 (せい)命 (めい)を保 (たもつ)
の基 (もと)日 (にち)用 (やう)の最 (さい)主 (しゆ)たる故 (ゆへ)その上 (うへ)を通 (つう)行 (かう)し踏 (ふみ)犯 (おかす)ときは決 (けつ)して
家 (か)内 (ない)に病 (べう)者 (しや)絶 (たへ)す五 (ご)体 (たい)を損 (そん)傷 (しやう)し廃 (はい)人 (じん)ある事 (こと)を主 (つかさ)どるなり恐 (おそれ)

慎 (つつしむ)へし
　　　　　天 (てん)窻 (まど)井 (ゐ)竈 (さう)の上 (うへ)に有 (あり)搆 (かまへ)の說 (せつ)
井 (い)戸 (ど)竈 (かまど)のうへに天 (てん)窻 (まど)ある凶 (けう)なり種 (しゅ)々 (〱)病 (べう)患 (くはん)を主 (つかさ)どる但 (ただ)し井 (ゐ)
竈 (さう)の上 (うへ)を除 (のぞき)て筋 (すじ)違 (かふ)て明 (あけ)置 (おき)鼎 (てい)中 (ちう)井 (せい)中 (ちう)に太 (たい)陽 (やう)の餘 (よ)光 (くはう)照 (せう)臨 (りん)する
やうの搆 (かまへ)を吉 (きつ)とす又 (また)云 (いふ)竈 (かまど)の上 (うへ)に一 (いつ)切 (さい)刄 (は)物 (もの)其 (その)餘 (よ)何 (なに)品 (しな)にても
置 (おく)こと勿 (なかれ)宅 (たく)経 (けう)に刀 (とう)斧 (ふ)竈 (さう)上 (せう)に安 (あん)ずべからずといへり暗 (あん)に祟 (しう)
害 (がい)を䝉 (かふむ)る事 (こと)あり又 (また)曰 (いは)く見 (けん)露 (ろ)に井 (ゐ)を窺 (うかヾふ)事 (こと)なかれと是 (これ)井 (ゐ)中 (ちう)鮮 (せん)
明にして見露 (あらは)なるときは宜 (よろ)しからずとの謂 (いひ)なり慎 (つ〱しん)で犯 (おか)す
べからす
　　　　　漏斗 (ぢようご)窻 (まど)ある搆 (かまへ)の說 (せつ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]家 (いへ)の中 (ちう)央 (わう)庭 (てい)前 (ぜん)に遠 (とふ)き所 (ところ)は暗 (あん)隂 (いん)なる故 (ゆへ)陽 (やう)明 (めい)を受 (うけ)んため髙 (たか)棟 (むね)
より漏斗 (ぢようご)窻 (まど)と称 (せう)するものを以 (もつ)て (て)大 (たい)造 (ざう)なる明 (あかり)取 (とり)を設 (まふくる)あり是 (これ)
宅 (たく)氕 (き)洩 (もれ)易 (やすく)して大 (おほい)に凶 (あし)しおもひ寄 (よら)ざる災 (さい)害 (かい)あり別 (べつ)して中 (ちう)央 (わう)の
領 (れう)度 (ど)にあれは主 (しゆ)人 (じん)短 (たん)命 (めい)を主 (つかさとる)なり
　　　　　布 (しき)石 (いし)多 (おほ)くある宅 (たく)地 (ち)の說 (せつ)
人 (じん)家 (か)の地 (ち)は勿 (もち)論 (ろん)神 (しん)社 (しや)佛 (ふつ)閣 (かく)或 (あるい)は繁 (はん)昌 (せう)の市 (し)中 (ちう)に於 (おい)てもすべて
多 (おふく)の布 (しき)石 (いし)を居 (すへ)る事 (こと)必 (かなら)す衰 (すい)微 (び)を招 (まね)き地 (ち)德 (とく)を失 (うしな)ひ産 (さん)業 (げふ)傾 (けい)廃 (はい)す
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]るの凶 (けう)相 (さう)たり夫 (それ)石 (いし)は元 (もと)土 (つち)の凝 (こり)塊 (かたまれ)る所 (ところ)にして極 (きよく)隂 (いん)のものた
り隂 (いん)は能 (よく)ものを支 (さゝ)ゆ故 (ゆへ)に多 (おふ)くの布 (しき)石 (いし)をすれは隂 (いん)毒 (どく)孤 (こ)結 (けつ)し
て陽 (やう)氣 (き)感 (かん)容 (やう)の地 (ち)德 (とく)を失 (うしなふ)おのづから衰 (すい)廃 (ひ)を主 (つかさ)どる既 (すで)に浪 (らう)蕐 (くは)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の城 (ぜう)西 (さい)に海 (かい)邊 (ひん)の産 (さん)物 (ぶつ)を鬻 (ひさ)く繁 (はん)昌 (ぜう)の市 (いち)場 (ば)あり亦 (また)同 (どう)所 (しよ)金 (きん)城 (ぜう)の
南 (みなみ)に當 (あたつ)て浪 (ろう)蕐 (くは)第 (だい)一 (いち)繁 (はん)昌 (ぜう)の神 (しん)社 (しや)あり共 (とも)に近 (きん)世 (ぜい)布 (しき)石 (いし)をせしよ
り己 (い)前 (ぜん)に變 (かはり)て衰 (すい)微 (び)せしを見 (み)て知 (しる)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　窖 (あなぐら)搆 (かまへ)所 (ところ)の心 (こころ)得 (へ)
窖 (あなぐら)は窪 (くほち)にして險 (おち)陥 (いる)の象 (かたち)たり尤 (もつとも)隂 (いん)氕 (き)衆 (しう)合 (かふ)の理 (り)あり故 (ゆへ)に元 (もと)よ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]り好 (このま)しからぬ物 (もの)とす謂 (いひつ)べし寝 (しん)所 (じよ)窖 (かう)上 (せう)にあるものは極 (きはめ)て短 (たん)
命 (めい)なりと別 (べつし)て中 (ちう)央 (わう)邊 (へん)に搆 (かまへ)あるときは主 (しゆ)人 (じん)必 (かなら)ず (ず)短 (たん)命 (めい)なり其 (その)
餘 (よ)八 (はつ)方 (はう)とも吉 (きつ)なく凶 (けう)多 (おふ)し但 (ただ)し𠰥 (もし)産 (さん)業 (げふ)の勝 (かつ)手により止 (やむ)こと
を得 (へ)ずして造 (つく)らは戌亥𫝕 (たつ)巳 (み)の二 (に)宫 (きう)に搆 (かまゆ)へし是 (これ)即 (すなはち)聊 (いささか)害 (わざはひ)少 (すくな)し
とする耳 (のみ)然 (しかれ)ども殊 (こと)に大 (たい)造 (さう)なる窖 (あなぐら)は決 (けつ)して造 (つく)りいとなむこ

と莫れ
　　　　　竈 (かまと)家 (いへ)の棟 (むね)筋 (すじ)虹 (にし)梁 (ぎ)の下 (した)に當 (あた)りある搆 (かまへ)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]竈 (かまど)は五 (こ)味 (み)を調 (ちう)和 (くは)し人 (にん)命 (めい)を養 (やしな)ふ所 (ところ)にして最 (もつと)も家 (か)搆 (かう)の要 (やう)所 (しよ)た
り故 (ゆへ)に方 (はう)向 (かう)の吉 (きつ)凶 (けう)著 (ちよ)明 (めい)なる事 (こと)予 (よ)嚮 (さき)に著 (あらはす)家 (か)相 (さう)一 (いち)覧 (らん)に述 (のふる)が如 (ごと)
し然 (しかる)に方 (はう)向 (かう)に抱 (かゝ)はらず都 (すべ)て宅 (たく)舎 (しや)の棟 (むね)桁 (げた)すじ又 (また)虹 (にし)梁 (き)の筋 (すじ)に
當 (あた)り打 (うち)越 (こし)て備 (そなへ)たる竈 (かまと)あり是 (これ)大 (おふい)に凶 (あし)し則 (すなはち)五 (ご)味 (み)調 (てう)和 (くは)の德 (とく)を失 (うしな)
ふ故 (ゆへ)住 (ぢう)者 (しや)の元 (げん)氕 (き)衰 (おとろ)へ病 (べう)㾱 (はい)の人 (ひと)絶 (たへ)ざるを主 (つかさ)とるなり彼 (かの)棟 (むね)桁 (けた)
虹 (にし)梁 (ぎ)の真 (ま)筋 (すじ)に當 (あた)り搆 (かまへ)たる竈 (かまど)は譬 (たとへ)ば赤 (せき)道 (だう)の直 (ちよく)下 (か)に當 (あた)る國 (こく)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]土 (と)の陽 (やう)氕 (き)過 (くは)盛 (せい)にして润 (うるほい)なきが如 (ごと)し宅 (たく)経 (けう)に人 (ひと)の居 (きよ)所 (しよ)乾 (かん)燥 (さう)に
して润 (しゆん)澤 (たく)なきは凶 (けう)なりといへり以 (もつ)て知 (しる)べし
　　　　　兩 (りやう)竈 (かまど)向 (むかひ)合 (あ)ふ搆 (かまへ)の說 (せつ)
竈 (かまど)は火 (ひ)を以 (もつ)て主 (しゆ)とし離 (り)卦 (くは)に配 (はい)して陽 (やう)氕 (き)の最 (さい)重 (ぢう)とす兩 (りやう)竈 (かまど)向 (むかい)
合 (あ)ふ搆 (かまへ)は離 (り)火 (くは)衆 (しう)合 (がふ)し万 (ばん)物 (もつ)消 (せう)滅 (めつ)の理 (り)ありて大 (おほい)に凶 (あし)し主 (しゆ)人 (じん)必 (かなら)
ず短 (たん)盧 (りよ)となりて常 (つね)に (に)争 (さふ)闘 (とう)口 (こう)論 (ろん)の災 (わざは)ひ絶 (たへ)さる事 (こと)を主 (つかさ)どるな
[bookmark: _GoBack]り但 (たヾ)し臺 (たい)竈 (かまど)庭 (には)竈 (かまど)或 (あるい)は常 (つね)に焚 (たき)用 (もちい)さるものにても兩 (りやう)竈 (かまど)向 (むかい)合 (あは)せ
るは皆 (みな)凶 (けう)相 (さう)なりと知 (しる)べし
　　　　　竈 (かまど)佛 (ぶつ)檀 (たん)向 (むか)ひ合 (あふ)搆 (かまへ)の說 (せつ)
竈 (かまと)佛 (ぶつ)檀 (たん)に向 (むか)ひ合 (あふ)て搆 (かまへる)こと凶 (あし)し其 (その)譯 (わけ)佛 (ぶつ)柤 (だん)は隂 (いん)を主 (しゆ)とし灶 (かまど)は
陽 (やう)を主 (しゆ)とす坎 (かん)離 (り)水 (すい)火 (くは)の象 (かたち)なれば水 (みつ)能 (よく)火 (ひ)を刻 (こく)するの理 (り)を以 (もつ)
て此 (この)備 (そなへ)方 (かた)を凶 (けう)とす家 (か)内 (ない)に口 (く)舌 (ぜつ)爭 (そう)論 (ろん)絶 (たへ)ざるを主 (つかさ)とるなり

　　　　　竈 (かまど)井 (ゐ)戸 (ど)向 (むか)ひ合 (あふ)搆 (かまへ)の說 (せつ)
竈 (かまど)井 (ゐ)戸 (ど)向 (むか)ひ合 (あは)せる備 (そなへ)方 (かた)大 (だい)凶 (けう)なり極 (きはめ)て住 (ぢう)者 (しや)に祟 (たゝ)り必 (かなら)す盲 (もう)聾 (りやう)
躄 (へき)者 (しや)あり宅 (たく)経 (けう)に井 (い)竈 (さう)相 (あい)看 (みる)もの男 (なん)女 (によ)内 (ない)覧 (らん)を主 (つかさ)どるといへり
是 (これ)灶 (かまど)は離 (り)火 (くは)なり井 (ゐ)戸 (ど)は坎 (かん)水 (すひ)の象 (かたち)にして乃 (すなはち)水 (すい)刻 (こく)火 (くは)の殺 (さつ)相 (さう)た
れば大 (たい)凶 (けう)なりと知 (しる)べし
　　　　　竈 (かまど)佛 (ぶつ)檀 (たん)軒 (のき)下 (した)にある搆 (かまへ)の說 (せつ)
佛 (ぶつ)柦 (だん)灶 (かまど)等 (とう)軒 (のき)下 (した)に搆 (かまへ)たる家 (いへ)あり尤 (もつとも)凶 (けう)なり夫 (それ)軒 (のき)下 (した)は往 (わう)来 (らい)にし
て自 (じ)己 (こ)の地 (ち)面 (めん)にあらず凡 (およそ)公 (かう)地 (ち)を取 (とり)込 (こみ)私 (し)宅 (たく)の調 (てう)度 (ど)を備 (そなへ)置 (おく)こ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]と王 (わう)法 (はう)に背 (そむく)の罪 (つみ)軽 (かろ)からず剩 (あまつさえ)此 (この)所 (ところ)に祖 (そ)先 (せん)を祭 (まつ)る霊 (れい)檀 (だん)人 (にん)命 (めい)主 (しゆ)
要 (やう)の灶 (かまど)抔 (なぞ)を置 (おく)は不 (ふ)當 (とう)不 (ふ)敬 (けい)の甚 (はなはた)しき災 (さい)害 (がい)遁 (のかる〱)し道 (みち)なし

　　　　　佛 (ふつ)檀 (たん)安 (あん)置 (ち)の霊 (れい)像 (ざう)に依 (よつ)て凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
人 (じん)家 (か)新 (あらた)に佛 (ぶつ)像 (ざう)を迎 (むか)ひ請 (せう)ずるは方 (はう)位 (い)の吉 (きつ)凶 (けう)および御 (み)尺 (たけ)長 (ちやう)短 (たん)
の善 (せん)𢙣 (あく)をも精 (せい)撰 (せん)すべき事 (こと)第 (だい)一 (いち)の心 (こころ)得 (へ)なり又 (また)庻 (つね)人 (びと)の宅 (たく)に名 (めい)
作 (さく)の佛 (ふつ)像 (ざう)名 (めい)筆 (ひつ)の名 (めう)号 (がう)等 (とう)は勿 (もち)論 (ろん)尋 (よの)常 (つね)の佛 (ふつ)体 (ざう)画 (ぐは)像 (さう)にても徒 (いたつら)に
筐 (はこ)に納 (おさ)め貯 (たくはへ)置 (おく)ときは家 (か)人 (じん)に祟 (たヽ)里疾 (しつ)病 (へい)の患 (うれい)多く殊 (こと)に妻 (さい)子 (し)に
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]無 (ぶ)事 (じ)を得 (うる)こと難 (かた)しとす依 (よつ)て是 (これ)等 (ら)は其 (その)菩 (ぼ)提 (たい)所 (しよ)へ納 (おさめ)置 (おく)か又 (また)は霊 (れい)
檀 (だん)を搆 (かま)へ日 (ひ)々 (ゞ)香 (かう)火 (くは)を獻 (けん)じ尊 (そん)信 (しん)怠 (おこたら)すして可 (か)なり
　　　　　厠 (かはや)外 (ほか)建 (たて)物 (もの)と一 (ひと)棟 (むね)にある搆 (かまへ)の說 (せつ)
厠 (かはや)は他 (た)の建 (たて)物 (もの)と續 (つヽき)棟 (むね)にすべからず或 (あるい)は納 (な)屋 (や)浴 (よく)室 (しつ)抔 (など)と一 (ひと)棟 (むね)
の中 (うち)に厠 (かはや)を搆 (かまへ)たるもの间 (ま〱)あり大 (おふい)に凶 (あし)し家 (か)内 (ない)に病 (べう)人 (にん)絶 (たへ)ざる

を主 (つかさ)どるなり但 (たヾ)し納 (な)屋 (や)浴 (よく)室 (しつ)等 (とう)と並 (ならび)ある厠にても棟 (むね)を別 (べつ)に
して搆置 (かまへおけ)ば妨 (さまたげ)なしと知 (しる)べし
　　　　　厠 (かはや)搆 (かまへ)に拘 (かゝ)はらずして凶 (けう)相 (さう)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]備 (そなへ)所 (ところ)は凶 (けう)ならずと云 (いふ)とも北 (きた)向 (むき)北 (きた)窻 (まど)の厠 (かはや)は大 (たい)凶 (けう)なりとす是
則 (すなわち)北 (ほつ)方 (ばう)太 (たい)極 (きよく)星 (せい)の影 (ゑふ)向 (がう)となる故 (ゆへ)なればなり但 (たヾ)し厠の前 (まへ)に建 (たて)
物 (もの)有 (あり)て彼 (かの)太 (たい)極 (きよく)星 (せい)を隔 (へたて)遮 (さえぎれ)は北 (きた)向 (むき)き北窻 (き（た）まど)ありとも妨 (さまたけ)なしと知 (し)る
べし
或 (ある)人 (ひと)の愛 (あい)女 (ぢよ)年 (とし)久 (ひさし)く病 (べう)床 (せう)に有 (あつ)て藥 (やく)𩚵 (ゑ)鍼 (しん)灸 (きう)は更 (さら)なり祈 (き)脩 (しゆ)祭 (さい)
奠 (てん)懇 (ねんごろ)なりと雖 (いへど)も曽 (かつ)て驗 (しるし)なし恐 (おそら)く家 (か)相 (さう)の祟 (たゝり)なるべしと親 (しん)
族 (ぞく)の人 (ひと)予 (よ)に物 (もの)語 (かた)り往 (ゆい)て一 (いち)覧 (らん)玉 (たま)はりたしと乞 (こふ)依 (よつ)て即 (そく)日 (じつ)彼 (かの)

家 (いへ)に至 (いた)り其 (その)宅 (たく)相 (さう)を鑒 (かんかみる)に先 (まつ)吉 (きつ)相 (さう)なり然 (しかる)に彼 (かの)愛 (あい)女 (じよ)の居 (い)間 (ま)先 (さき)
に北 (きた)窻 (まど)の厠 (かはや)あり尤 (もつと)も庭 (てい)前 (ぜん)廣 (ひろ)くして樹 (じゆ)木 (もく)と右 (みき)厠の間 (あいだ)を隔 (へだて)北 (ほく)
方 (はう)空 (くう)地 (ち)となりて遮 (さへぎ)るものなき故 (ゆへ)太 (だい)極 (きよく)星 (せい)の餘 (よ)光 (くはう)厠の中 (うち)へ
照 (せう)臨 (りん)するを以 (もつ)て息 (そく)女 (じよ)の病 (べう)災 (ざい)此 (この)厠 (かはや)の祟 (たヽり)なる事 (こと)を示 (しめ)す主 (しゆ)人 (じん)
曰 (いは)く星 (せい)光 (くはう)厠 (かはや)の中 (うち)を照 (てら)せし祟 (たヽり)餘 (よ)人 (じん)に應 (おう)ぜす唯 (たヽ)少 (せう)女 (じよ)のみに
災 (わざはひ)たるは如何 (いかん)答 (こたへ)て曰 (いは)く厠 (かはや)は婦 (ふ)人 (じん)常 (つね)に流 (りう)血 (けつ)の不 (ふ)浄 (ぜう)を納 (おさめ)臭 (しう)
𢙣 (あく)に穢 (けがす)こと甚 (はなはだ)しき故 (ゆへ)其 (その)凶 (けう)相 (さう)あるときは婦 (ふ)人 (じん)の祟 (しう)咎 (きう)烈 (はげ)し
とす𫝆 (いま)息 (そく)女 (じよ)の病 (べう)災 (ざい)此 (この)祟 (しう)殺 (さつ)に必 (ひつ)せりと則 (すなはち)吉 (きつ)方 (ばう)を撰 (ゑら（み）)彼 (かの)窻 (さう)前 (ぜん)
に圍 (かこみ)を搆 (かま)へ厠 (かはや)を覆 (おほひ)隔 (へだつる)に竒 (き)なるかな久 (きう)来 (らい)の疾 (しつ)癆 (ろう)次 (し)第 (たい)に平 (へい)
愈 (ゆ)し終 (つい)に全 (ぜん)快 (くはひ)におよびたり

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　火 (こ)燵 (たつ)圍 (い)爐 (ろ)𫟚 (り)搆 (かまへ)所 (ところ)の心 (こころ)得 (へ)
火 (こ)燵 (たつ)圍 (い)爐 (ろ)𫟚 (り)の類 (たぐ)ひ中 (ちう)央 (わう)邉 (へん)に明 (あけ)置 (おく)こと大 (おふひ)に凶 (あし)し必 (かなら)す宅 (たく)主 (しゆ)災 (さい)
害 (かい)多 (おふき)を主 (つかさ)どるなり夫 (それ)中 (ちう)央 (わう)は八 (はつ)方 (ばう)の主 (しゆ)宫 (きう)にして一 (いち)宅 (たく)樞 (すう)要 (やう)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)なれば諸 (しよ)宫 (きう)を管 (くはん)ずるを以 (もつ)て家 (か)主 (しゆ)の位 (くらい)とす故 (ゆへ)に中 (ちう)央 (わう)近 (ちか)き
邉 (へん)に右 (みぎ)等 (とう)の不 (ふ)浄 (ぜう)搆 (かまへ)ある家 (いへ)は必 (かなら)ず主 (しゆ)人 (じん)に祟 (たヽり)なり但 (たヾ)し火 (こ)燵 (たつ)は
座 (さ)敷 (しき)の下 (しも)にあるを宜 (よし)とす上 (じやう)座 (さ)に明 (あく)べからす
　　　　　棟 (むね)越 (こし)に火 (ひ)の見 (み)塲 (ば)涼 (すヾ)み臺 (だい)ある搆 (かまへ)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]浪蕐 (なには)の地 (ち)抔 (なぞ)には家 (いへ)の棟 (むな)越 (こし)に火 (ひ)の見 (み)涼 (すヾ)み臺 (だい)の類 (たぐひ)を搆 (かまへ)たる所 (ところ)
間 (ま)あり大 (だい)凶 (けう)とす極 (きはめ)て産 (さん)業 (げふ)衰 (すい)微 (び)しおもひ依 (よら)ざる損 (そん)財 (ざい)ある事 (こと)
を主 (つかさ)どるなり夫 (それ)棟 (むな)筋 (すじ)は一 (いつ)家 (か)の前 (ぜん)後 (ご)或 (あるい)は左 (さ)右 (ゆう)の中 (ちう)位 (い)とす中

位は則 (すなはち)主 (しゆ)座 (ざ)尊 (そん)貴 (き)の管 (くはん)たり故 (ゆへ)に一 (いつ)家 (か)の棟 (むな)筋 (すじ)を犯 (おか)し破 (やふる)こと尤 (もつと)
も凶 (けう)なりと知 (しる)べし
　　　　　屋 (おく)上 (せう)の涼 (すヾ)み臺 (だい)物 (もの)干 (ほし)塲 (ば)搆 (かまへ)所 (ところ)の心 (こころ)得 (へ)
屋 (やの)上 (うへ)の涼 (すヾ)み臺 (だい)物 (もの)干 (ほし)塲 (ば)等 (とう)を搆 (かま)へ或 (あるい)は火 (ひ)の見 (み)塲 (ば)への通 (がよい)梯 (みち)を設 (もふける)
には井 (い)戸 (ど)竈 (かまど)厠 (かはや)の上 (うへ)に當 (あたら)ざるやうすべし凡 (およそ)井 (い)竈 (さう)厠 (し)の三 (みつ)は人 (じん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]家 (か)日 (にち)用 (やう)の要 (やう)所 (しよ)にして自 (おのづ)然 (から)神 (しん)霊 (れい)備 (そなはれ)り依 (よつ)て其 (その)上 (うへ)を踏 (ふみ)犯 (おかす)ときは
必 (かなら)ず家 (か)内 (ない)に難 (なん)病 (びやう)ある事 (こと)を主 (つかさ)どるなり
　　　　　庭 (てい)前 (ぜん)に植 (うゆる)を忌 (いむ)樹 (じゆ)木 (もく)の辨 (べん)
庭 (にわ)前 (さき)の植 (うへ)込 (こみ)に蘇 (そ)鉄 (でつ)石榴 (ざくろ)梭 (しゆ)櫚 (ろ)芭 (ば)蕉 (せう)椵 (もみ)等 (とう)都 (すべ)ての隂 (いん)樹 (じゆ)又 (また)は大 (たい)木 (ぼく)
となり易 (やすき)もの栽 (うゆ)べからず別 (べつし)て坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)にあるを忌 (いむ)なり尤 (もつ)とも

庭前に限 (かきら)す凡 (すべ)て住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)の樹 (うへ)木 (き)生 (せい)長 (ちやう)して家 (いへ)の棟 (むね)より髙 (たか)く立 (たち)
伸 (のびる)ときは宅 (たく)主 (しゆ)災 (わざ)害 (はひ)死 (し)亡 (ぼう)を主 (つかさ)とり隂 (いん)樹 (しゆ)は衰 (すい)微 (び)を招 (まね)く (く)を以 (もつ)て
なり宅 (たく)経 (けう)に庭 (てい)心 (しん)の樹 (じゆ)木 (もく)は閉 (へい)困 (こん)を主 (つかさ)とるといへり惣 (さう)じて隂 (いん)
樹 (ぼく)のみならす植 (うへ)込 (こみ)繁 (しげ)く隂 (いん)湿 (しつ)盛 (さかん)なるときは必 (かならす)種 (しゅ)々 (〱)災 (わざはひ)あるも
のなり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　庭 (てい)前 (ぜん)石 (いし)燈 (とう)籠 (ろう)飛 (とび)石 (いし)置 (おき)所 (ところ)の心 (こころ)得 (へ)
庭 (には)前 (さき)に飛 (とび)石 (いし)を繁 (しげ)く置 (おく)こと大 (おふい)に凶 (あし)し是 (これ)石 (いし)は極 (きよく)隂 (いん)のものなれ
ばなり別 (べつし)て坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の地 (ち)に石 (いし)燈 (とう)籠 (ろう)飛 (とび)石 (いし)等 (とう)あるは隂 (いん)湿 (しつ)盛 (さかん)に行 (おこなはれ)住 (ぢう)
人 (にん)に災 (わざはひ)多 (おふ)く必 (かなら)す宅 (たく)主 (しゆ)妻 (さい)妾 (せう)子 (し)孫 (そん)に祟 (たヽ)り病 (べう)災 (ざい)夭 (よう)死 (し)を主 (つかさ)どるの
大 (だい)凶 (けう)相 (さう)なり
　　　　　三 (さん)階 (がい)庫 (くら)の說 (せつ)
三 (さん)階 (かい)土藏 (くら)を凶 (けう)相 (さう)とする事 (こと)は全 (まつた)く棟 (むね)髙 (たか)く聳 (そひゆる)が故 (ゆへ)なり彼 (かの)高 (かう)木 (ぼく)
風 (かせ)に折 (おれ)易 (やすし)といへるが如 (こと)し尤 (もつとも)も三 (さん)階 (がい)に限 (かぎ)らず二 (に)階 (かい)建 (たて)にても棟 (むね)
髙 (たか)ければ同 (どう)事 (じ)の凶 (けう)相 (さう)とす都 (すべ)て三 (さん)階 (がい)造 (つく)里は世 (ぜ)人 (じん)唯 (たヾ)便 (へん)用 (よう)のよ
きに任 (まかせ)て建 (たて)搆 (かまへる)と雖 (いへど)もおのづから棟 (むね)髙 (たかく)聳 (そびへ)て凶 (けう)相 (さう)となるの理
あれは必 (かなら)す好 (このみ)て建 (たつ)べき物 (もの)にあらば決 (けつし)して家 (か)業 (げふ)衰 (すい)微 (び)を主 (つかさ)どる
なり
　　　　　切 (きり)縮 (ちヽめ)たる倉 (さう)庫 (こ)の說 (せつ)
坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の二 (に)方 (はう)にある土 (ど)藏 (ぞう)は元 (くはん)来 (らい)好 (よろ)しからぬ故 (ゆへ)𠰥 (もし)従 (あり)來 (きたり)の倉 (くら)抔 (なぞ)
は一 (いつ)方 (はう)を切 (きり)減 (げん)して其 (その)凶 (けう)相 (さう)を避 (さけ)しむるの法 (はふ)とする者 (もの)あれど

も是 (これ)甚 (はなは)だ凶 (あし)し却 (かへつ)て凶 (けう)相 (さう)を募 (つの)り子 (し)孫 (そん)夭 (わか)死 (しに)し家 (か)産 (さん)破 (は)廃 (はい)する事 (こと)
を主 (つかさ)どり終 (つい)に断 (だん)絶 (ぜつ)におよぶなり
　　　　　太 (たい)極 (きよく)柱 (はしら)に根 (ね)接 (つぎ)有 (ある)の說 (せつ)
其 (それ)太 (たい)極 (きよく)柱 (はしら)は家 (いへ)の中 (ちう)央 (わう)磁 (じ)石 (しやく)の座 (ざ)に備 (そなふる)を以 (もつ)て本 (ほん)とす乃 (すなはち)太 (たい)極 (きよく)座 (ざ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]にある所以 (ゆえん)の名 (な)なり是 (これ)一 (いつ)宅 (たく)の樞 (すう)要 (やう)にして最 (もつと)も用 (やう)材 (ざい)を撰 (ゑらむ)べ
きの隨 (すい)一 (いち)なり必 (かなら)ず根 (ね)接 (つぎ)は勿 (もち)論 (ろん)疎 (そ)材 (ざい)埋 (うも)木 (き)抔 (など)を用 (もち)ゆる事 (こと)なか
れ極 (きはめ)て宅 (たく)主 (しゆ)死 (し)亡 (ばう)の災 (わざはひ)を主 (つかさと)る其 (その)餘 (よ)都 (すべ)ての柱 (はしら)および敷 (しき)居 (い)鴨 (かも)居 (い)
に至 (いたる)まで全 (ぜん)体 (たい)切 (きり)接 (づき)あれば宅 (たく)主 (しゆ)或 (あるい)は妻 (さい)子 (し)親 (しん)属 (ぞく)に祟 (たゝる)とす其 (その)凶 (けう)
推 (お)して知 (し)べし
　　　　　門 (かど)口 (くち)柱 (はしら)に根 (ね)接 (つぎ)有 (ある)の說 (せつ)

家 (か)宅 (たく)门 (かど)口 (くち)左 (さ)右 (ゆう)の柱 (はしら)一 (いつ)方 (ぱう)にても根 (ね)接 (つぎ)切 (きり)接 (つぎ)を用 (もちふる)ことなかれ家 (か)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]僕 (ぼく)に不 (ふ)忠 (ちう)の者 (もの)あるを主 (つかさ)どるなり尤 (もつとも)都 (すべ)て柱 (はしら)の根 (ね)接 (つぎ)は何 (いづれ)の所 (ところ)
に有 (あり)ても凶 (けう)相 (さう)となる事 (こと)なれども就中 (なかんづく)門 (かど)口 (くち)は𫔭 (かい)通 (つう)禀 (ひん)和 (くは)の要 (よう)
所 (しよ)なる故 (ゆへ)聊 (いさゝか)も不 (ふ)正 (せう)の備 (そなへ)あるときは假令 (たとへ)吉 (きつ)相 (さう)の门 (かど)口 (くち)なりと
云 (いふ)とも生 (せい)氣 (き)を失 (しつ)して損 (そん)財 (ざい)多 (おふき)を主 (つかさ)どるなり
　　　　　片 (はん)々 (ぶん)建 (たち)替 (かへ)たる家 (いえ)宅 (たく)の說 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]棟 (むね)違 (ちがひ)建 (たて)物 (もの)なれば格 (かく)別 (べつ)一 (ひと)棟 (むね)の中 (うち)にて或 (あるい)は勝 (かつ)手 (て)向 (むき)臺 (だい)所 (ところ)等 (とう)は古 (ふる)
建 (たて)物 (もの)の儘 (ま〱)に差 (さし)置 (おき)奥 (おく)住居 (すまい)座 (ざ)敷 (しき)等 (とう)を屋根ともに破却 (こぼち)て改 (かい)造 (ざう)す
る類 (たくひ)是 (これ)を世 (せ)俗 (ぞく)に半 (はん)造 (ざう)作 (さく)といふ甚 (はなは)だ凶 (けう)なり此 (この)建 (たち)家 (け)は家 (か)業 (げふ)次 (し)
第 (だい)に衰 (おとろ)へ子 (し)孫 (そん)血 (けち)脈 (みやく)に祟 (たゝ)里代 (だい)々 (〱)養 (やう)子 (し)相 (さう)續 (ぞく)を主 (つかさ)どり終 (つい)に家 (いへ)断 (たん)

絶 (ぜつ)するに及 (きう)なり
　　　　　隣 (となり)を取 (とり)込 (こみ)て一 (ひと)住 (すまい)居にせし家 (か)宅 (たく)の說 (せつ)
住 (ぢう)宅 (たく)の隣 (となり)を取 (とり)込 (こみ)二 (に)軒 (けん)を一 (いつ)居 (きよ)とせし家 (いへ)あり是 (これ)大 (だい)凶 (けう)なり次 (し)第 (だい)
に衰 (すい)微 (び)を招 (まね)き産 (さん)業 (げふ)傾 (けひ)廃 (はい)におよび往 (おう)々 (〱)家 (か)名 (めい)断 (たん)絶 (ぜつ)する事 (こと)を主 (つかさ)
どる別 (べつし)て其 (その)隔 (へだて)の柱 (はしら)を中 (ちう)途 (と)より切 (きり)取 (とる)こと甚 (はなはだ)凶 (あし)し必 (かなら)ず死 (し)亡 (ばう)の
災 (わざはひ)あり𠰥 (もし)此 (この)備 (そなへ)あれは切 (きり)殘 (のこり)たる柱 (はしら)を取 (とり)除 (のぞ)き新 (あらた)に柱 (はしら)を入 (いる)べし
即 (すなはち)災害 (わさはひ)なきなり
　　　　　逆 (さか)木 (き)柱 (はしら)を用 (もちい)たる家 (いえ)宅 (たく)の説 (せつ)
凡 (およそ)人 (じん)家 (か)夜 (や)隂 (いん)に至 (いた)り何 (なに)となく鳴 (なり)響 (ひヾ)くものあるは建 (たて)物 (もの)の中 (うち)に
逆 (さか)木 (ぎ)の柱 (はしら)を用 (もちい)あるか故 (ゆへ)なりと即 (すなはち)世 (せ)俗 (ぞく)夜 (や)鳴 (なり)柱 (はしら)といふ實 (じつ)にあ

る事 (こと)ならば是 (これ)全 (まつた)く時 (とき)ならずして鳴 (なる)べけれども只 (たヾ)深 (しん)更 (かう)に及 (およん)
で闲 (かん)静 (せい)なるときは其 (その)鳴 (なる)音 (をと)の響 (ひヾ)き強 (つよく)闻 (きこ)ゆるなるべし盖 (けだし)異 (い)説 (せつ)
は論 (ろん)ずるに及 (およ)はず唯 (たヾ)すべて逆 (さか)木 (き)の柱 (はしら)家 (か)相 (さう)に取 (とりて)は凶 (けう)相 (さう)なる
ものなれば造 (ざう)作 (さく)の節 (せつ)宜 (よろし)く撰 (せん)用 (やうす)べきものなり
　　　　　石 (せき)墳 (ひ)を營 (いとなみ)造 (つく)る (る)の心 (こころ)得 (へ)
石 (せき)墳 (ひ)を営 (いとなむ)は祖 (そ)先 (せん)誉 (よ)光 (くはう)を傳 (つた)へ遺 (のこ)さん為 (ため)にて是 (これ)孝 (かう)道 (だう)の本 (ほん)㫖 (し)な
れば別 (べつし)て身 (み)を慎 (つゝし)み天 (てん)地 (ち)を恐 (おそれ)み方 (はう)道 (たう)を大 (たい)切 (せつ)にし宜 (よろし)く吉 (きつ)方 (はう)吉 (きち)
日 (にち)を撰 (ゑらみ)聊 (いさヽか)も方 (はう)祟 (しう)凶 (けう)相 (さう)これなきやう謹 (つヽし)み以 (もつ)て之 (これ)を営 (いとなむ)べし必 (かなら)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]ず後 (かう)栄 (ゑい)の守 (しゆ)護 (こ)を得 (ゑ)て子 (し)孫 (そん)長 (ちやう)久 (きう)の幸 (かう)慶 (けい)疑 (うたが)ふ所 (ところ)なし尤 (もつとも)祖 (そ)先 (せん)を
重 (おもん)ずとて驕 (けう)奢 (しや)花 (くは)美 (び)を募 (つのる)べからず専 (もつぱ)ら家 (か)名 (めい)相 (さう)續 (ぞく)を㫖 (むね)として

偏 (ひとへ)に分 (ぶん)限 (げん)を辨 (わきま)へ不 (ふ)過 (くは)の質 (しつ)素 (そ)を守 (まもる)こと肝 (かん)要 (やう)たり夫 (それ)庻 (しよ)人 (じん)とし
て巍 (ぎ)然 (ぜん)たる石 (せき)墳 (ひ)を営 (いとな)みたるは全 (まつた)く穿 (せん)窬 (ゆ)にして悖 (はい)令 (れい)の罪 (つみ)軽 (かろ)
からず却 (かへつ)て祖 (そ)先 (せん)の名 (な)を汚 (けが)し家 (か)名 (めい)を滅 (めつ)亡 (ばう)せしむべし凡 (およそ)由 (ゆい)緒 (しよ)
なきものゝ大 (たい)造 (さう)なる石 (せき)墳 (ひ)を営 (いとなみ)たる家 (いへ)の子 (し)孫 (そん)連 (れん)綿 (めん)として繁 (はん)
昌 (じやう)せるは更 (さら)になきを以 (もつ)て辨 (わきま)へ知 (しる)べし
　　　　　地 (ち)宅 (たく)相 (さう)法 (はう)の最 (さい)要 (やう)坤 (こん)艮 (ごん)二 (に)宫 (きう)禁 (きん)忌 (き)の論
凡 (およそ)地 (ち)形 (けい)宅 (たく)舎 (しや)の欠 (かけ)張 (はり)および調 (てう)度 (ど)の備 (そなへ)方 (かた)家 (か)搆 (かう)の心 (こころ)得 (へ)等 (とう)前 (さき)に挙 (あくる)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)の数 (す)条 (でう)は偏 (ひとへ)に其 (その)秘 (ひ)を傳 (つたへ)ん為 (ため)相 (さう)法 (はう)の理 (り)を盡 (つく)しこれを微 (び)細 (さい)
に述 (のふる)ものにて實 (じつ)に其 (その)如 (ごとき)の家 (か)居 (きよ)あるに於 (おい)ては宅 (たく)相 (さう)の全 (せん)美 (び)を
盡 (つく)せるものと謂 (いひ)つべし然 (しから)ども恐 (おそら)くは斯 (かく)悉 (こと〱)く全 (ぜん)備 (び)するもの

はあらず故 (ゆへ)に或 (あるい)は此 (これ)の吉 (きつ)相 (さう)を以 (もつ)て彼 (かれ)の凶 (けう)相 (さう)を防 (ふせ)ぎ或 (あるい)は彼 (かれ)
の吉 (きつ)相 (さう)を以 (もつ)て此 (これ)の凶 (けう)相 (さう)を補 (おきな)ふ等 (とう)の深 (しん)理 (り)妙 (めう)用 (よう)を沉 (ちん)案 (あん)して其 (その)
祟 (しう)害 (かい)なきを鑒 (かんが)み定 (さだめ)て可 (よき)なり唯 (たヾ)其 (その)緊 (きん)要 (やう)にして聊 (いささか)も忽 (ゆるかせ)なすべ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]からざるものは坤 (こん)艮 (ごん)中 (ちう)の三 (さん)所 (しよ)と井 (いと)竈 (かまと)厠 (かはや)の三備 (び)となり是 (これ)地 (ち)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]宅 (たく)兩 (りやう)搆 (かう)の主 (しゆ)要 (やう)人 (じん)家 (か)日 (にち)用 (やう)の切 (せつ)所 (しよ)にして殊 (こと)に吉 (きつ)凶 (けう)の據 (より)関 (あづか)る所 (ところ)
たり餘 (よ)の備 (そなへ)みな吉 (きつ)なりといふとも此 (この)凶 (けう)相 (さう)を防 (ふせ)ぎ補 (おきなふ)こと能 (あた)
はずよつて必 (ひつ)と其 (その)吉 (きつ)相 (さう)を撰 (ゑらむ)べきなり夫 (それ)坤 (こん)艮 (ごん)及 (および)井 (ゐと)灶 (かまど)厠 (かはや)の重 (おも)
き事 (こと)はいふに及 (およ)はず家 (か)宅 (たく)中 (ちう)央 (わう)を貴 (たつと)ぶべき事 (こと)は一 (ひと)搆 (かまへ)の太 (たい)極 (きよく)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]なれはなり故 (ゆへ)に此 (この)所 (ところ)に凶 (けう)相 (さう)あるときは其 (その)祟 (わざ)害 (はひ)最 (もつと)も烮 (はげ)し更 (さら)
に吉 (きつ)相 (さう)あるときは其 (その)功 (こう)德 (とく)も亦 (また)他 (た)に勝 (すぐ)れりとす凡 (およそ)貨 (くは)財 (ざい)を求 (もと)

めんと欲 (ほつ)する人 (ひと)は中 (ちう)央 (わう)の間 (ま)に一疂 (でう)二疂 (でう)九疂 (でう)十 (おほ)疂 (でう)或 (あるい)は十七疂十
八疂 (てう)等 (とう)凡 (すべ)て金 (かね)に属 (ぞく)する疂 (でう)数 (すう)を布 (しく)べし必 (かなら)ず日 (ひ)あらずして財 (たから)
を得 (うる)の幸 (こう)福 (ふく)を招 (まね)き極 (きはめ)て発 (はつ)達 (たつ)富 (ふう)貴 (き)する事 (こと)を主 (つかさ)どる是 (これ)中 (ちう)央 (わう)は
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]即 (すなはち)土 (つち)に属 (しよく)する故 (ゆへ)此 (この)所 (ところ)に金 (きん)数 (すう)の疂 (たゝみ)数 (かず)を布 (しく)ときは土 (と)生 (せう)金 (きん)の理 (り)
によつて然 (しか)らしむるものなり抑 (そも〱)土 (つち)は五行の始 (し)元 (げん)にして木 (もく)
火 (くは)金 (きん)水 (すい)其 (その)氣 (き)皆 (みな)土 (つち)に生 (せう)滅 (めつ)し以 (もつ)て四 (し)時 (ゞ)運 (うん)轉 (てん)するなり八 (はち)宫 (きう)中 (ちう)に
於 (おい)ては坤 (こん)艮 (ごん)の二 (に)宫 (きう)未 (ひつじ)申 (さる)丑 (うし)寅 (とら)の二 (に)隅 (ぐう)に配 (はひ)して土 (つち)に属 (ぞく)す土 (つち)は
是 (これ)即 (すなはち)地 (ち)なり故 (ゆへ)に地 (ち)勢 (せい)の相 (さう)法 (ばふ)坤 (こん)艮 (こん)の備 (そなへ)を以 (もつ)て主 (しゆ)要 (やう)とす凡 (すべ)て
國 (くに)郡 (〱)村 (むら)邑 (〱)等 (とう)も其 (その)地 (ち)の丑 (うし)寅 (とら)および未 (ひづし)申 (さる)の方 (かた)に當 (あた)里 (り)池 (いけ)澤 (さは)抔 (なぞ)の
隂 (いん)物 (もの)備 (そなへ)あれば一 (ひと)村 (むら)必 (かなら)す衰 (すい)微 (び)困 (こん)窮 (きう)を主 (つかさ)どるなり猶 (なお)一 (いつ)宅 (たく)の搆 (かまへ)

に於 (おい)ても其 (その)理 (り)同 (おなし)く坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の方 (かた)に隂 (いん)湿 (しつ)の備 (そなへ)あるは甚 (はなは)た凶 (あし)し假 (たと)
令 (へ)一 (いつ)旦 (たん)富 (ふう)貴 (き)繁 (はん)栄 (ゑい)する事 (こと)ありとも暫 (しばし)時 (て)にして家 (か)名 (めい)断 (だん)絶 (ぜつ)にお
よぶこと前 (せん)条 (でう)に屢 (しば〱)述 (のふる)が如 (こと)し既 (すで)に借 (しやく)宅 (たく)長 (なが)家 (や)建 (たて)にても惣 (さう)地 (ち)面 (めん)
の坤 (こん)艮 (ごん)に不 (ふ)浄 (ぜう)隂 (いん)物 (もつ)の搆 (かまへ)あつて為 (ため)に借 (しやく)住 (ぢう)の輩 (ともか)ら衰 (すい)微 (び)貧 (ひん)困 (こん)し
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]永 (ゑい)住 (ぢう)せずして空 (あき)家 (いへ)となるもの多 (おふ)く見 (み)およぶ所 (ところ)なり凡 (すべ)て家 (か)
主 (しゆ)たる人 (ひと)我 (わか)住 (ぢう)宅 (たく)にあらずとて家 (か)相 (さう)を撰 (ゑら)ます猥 (みだり)に工 (く)人 (にん)に任 (まか)
せて家 (や)建 (たて)造 (ざう)作 (さく)をする事 (こと)大 (おほい)なる過 (あやまち)なり借 (しやく)住 (ぢう)の人 (ひと)に不祥 (わさはひ)ある
ときは家 (か)主 (しゆ)も亦 (また)其 (その)難 (なん)を䝉 (かふむる)なるべし初 (はじめ)より吉 (きつ)相 (さう)を撰 (ゑら)み住 (ぢう)人 (にん)
をして祟 (わざ)害 (はひ)ならしむるは是 (これ)亦 (また)隂 (いん)德 (とく)の一 (いつ)端 (たん)にして住 (ぢう)人 (にん)繁 (はん)
榮 (ゑい)を得 (へ)て永 (ゑい)住 (ぢう)せは即 (すなはち)家 (か)主 (しゆ)の幸 (かう)慶 (けい)なり必 (かなら)ず能 (よく)此 (この)意 (い)を辨 (わきま)へ自 (じ)

居 (きよ)は勿 (もち)論 (ろん)借 (しやく)宅 (たく)建 (たて)替 (かへ)の節 (せつ)は住 (ちう)居 (きよ)の便 (べん)利 (り)を㫖 (むね)とせず偏 (ひとへ)に備 (び)搆 (かう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の吉 (きつ)相 (さう)を撰 (ゑら)み假令 (たとへ)勝 (かつ)手 (て)は𢙣 (あく)とも丑 (うし)寅 (とら)未 (ひづじ)申 (さる)の所 (ところ)に井 (ゐと)竈 (かまど)厠 (かはや)は
勿 (もち)論 (ろん)水 (みつ)溜 (ため)水 (すい)吸 (こみ)芥 (こも〱)入 (ば)或 (あるい)は井 (ゐ)水 (すい)雨 (あま)水 (みつ)遣 (つか)ひ水 (みづ)の流 (なかれ)込 (こみ)其 (その)外 (ほか)すべて
地 (ち)に湿 (しつ)気 (き)を止 (と〱む)る類 (たぐひ)を備 (そなへ)置 (おか)ざるやうすべし是 (これ)居 (きよ)地 (ち)撰 (せん)擇 (たく)の先 (せん)
務 (む)家 (か)宅 (たく)相 (さう)法 (ばう)の緊 (きん)要 (やう)にしてよく万 (ばん)代 (たい)不 (ふ)易 (ゑき)の富 (ふう)貴 (き)を招 (まね)き子 (し)孫 (そん)
長 (ちやう)久 (きう)ならしむるなり
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　明治廿六年東京より
　　買入郵便小包到来す
　　安孫子儀太郎用書
明治四拾壱年
　　　小野庄六え賣渡し
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